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昭和 十 四 年 二 月 一 日 
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mes mh 津 OG 
Met fF | B 
Hes TFA HR E 


@ 
SARS O MM Lt BE を 成す PMMA, Ma 6 二 
LBW Si4. B—-AUBAADLAT SLO, HSH ATARI 
属す る も の で ある 。 BARA CABeA Lo HAE 三方 卓 系 に 
属す る も の で ある 。 前 者 は 578°C DECHALKLOCAS& LIME 
Dr WBC HS LA, 容 晶 の 品 系 か ら 明 か で ある % 後者 は 573°C 以 
T Ciidh U7 Bit RR BADONK t SHO MROCRHW SNS 
2405 FBR LO Hs wT LEK PEG t 呼ば る ゝ も の で ある な が な が, 決し 
て 柱 面 を 全然 鉄 く も の で は な い , 高温 に 属す る も の は 極め て 狭小 で は ある 
DEAGBY CBD SD LDA, 低温 の も の に は 相 営 良く HES ZOD— 
般 で ある 。 余 等 が 茎 に 観 祭 せ る 二 種 類 の 石英 を 表示 する と BSERO IK 
U Il に 見 る 欄 で ある 。 
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本 38C 2) Bt Rn wh hk ia 52 


SSRI SL GS — OD eG A BE IW ASC Adin LCL BS eR 
pictie b, BILMOMBPALEMEBL WKH SAAD 或 は 目下 大 
RAR HTD, 深成岩 か 年 深成岩 と 闘 係 あぁ る も の と 想像 され る も の で あ 


っ 


Do 


AGS FEM RAA LS AREA HI CB OP BED ¢ WE 


AB & 22H A ich PIC RATT SE OCTHSo 
= OFED A BEE Na DBO A CL M.) が な が , PUR AD) IT ch FR > 
HECHT BH=HHe L Mat AIRE PORE SAU Map ic BL LIz iL OCH 


M0 
然し 如何 な る eh OH DMKS’ LOCHADEBOLHAYLWCHD 
た の で , WUC DED BPE IC Ik» a BN WIE AT ORE る 機 稚 を 待つ 


て て 居 つ た の で ある 。 ie CL (S. K.) [2 S04: peat 
MEPS &, 宮城 ; WB RBRIC EO する Mabie の 研究 中 , TEA 


fests IC UY fh ee ie TS Zs OAM AGA C OIE TS OPR GE Uc 
iGO BREKEA POR WAIR ER EORDO » HOt hE =MO 
BEECHES IED 筆者 の 一 人 A-M-) の 検 鏡 で 知る に と が 出來 た 6 それ 


CHOKE OREM 2 ICS 6 RES NOME D PAG S 205 (CBOKo 


JRE MS HBS CASI) RICHES DERIC HU EO RUEICMOH 4km LOK 
谷 に 小路 出 や なす も の で ある が , 今回 HAF ERIEC 6 BETS IREOR 
に 満足 する 所 で ある 。 MILELABOR ABBE RO AROMAS AR 
する 所 で ある が , この 特異 現象 と も 言 ふ べき 二 種 色 裏 物 を 有する 石英 を 其 
MO EMWOBE LARC RE SRA LEA RAN 産 す る こと を 知 つ た 。 こ れ ね れ 

等 の 産地 と 産出 短 態 と 岩石 名 を 召 げ て 見 る と 第 宏 表 の IIIL に 見 る 様 で ある 。 

CREO RENKIN RU Tk, FE BEAIH (minor intrusive type) 
CHS. HME AI, 本 邦 地 質 調 査 の 初期 より nevadite LAE CLE 
MSR LOT 普通 の liparite と 其 結晶 度 を 著しく 異 に する か ら , dyke 
惑 は sheet で な いこ と ょ と は 明か で も, MARR eD < oA HO Te EMRE 
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高温 (678° WEIRD) Te 低温 US DPokec | 高温 た て HER renin) 
Whe SHEIRAIE aE > B BEIT IE eae ag 


1 | MMPS As RE SEH TES BDBEES 


PO SEAR IED 


RG GIN GE @ TH BE TE fi es ERE tp 
PBENK ABE 


ARAL EL He EERE 
DEIR THEO) 


2 十和田 湖 貴 産 石英 粗 面 岩 質 凝 灰 


a TEER BE TE hid 9 Ete 25 
pus 


中 の 


ee es wie 
(pipe) & KS Ai SOMA Fe EL Be F Ci- 
parite- porphyry )tH ORETR 4 BE) 


co 
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a Vili Ey EP BEE dt AE Ah の 
BER A IEIM 


#1 PK All FUE? LA ee BEE IR RO AT 
SORE BEE tp OBER ECS oe 


BYE RALLY OBEIRATIS 、 


ot 


qe ie Se 
AP OBER ARE, ENR IL ik BO 


EWU PR EL SOLA 4a ELBE a3 HA D BE i 
Waa BE , CHENR IL YA iis D JR J >, 
DED JAE a A) 


2 OBEIR AVE) 
BIEL EA TATRA Bp 
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。 | ASEM EEE 
DBRT IED 
nis F Ae tl Ae CL WN ERE RHE FE 
WU O HEIR A HES 

。 | ARMIES EIU ep ose Ti 
英 62 

1) HR, 98 17 &, HB 5 HE, HW 219, 

3) few 

5) BH 6) REESE 


8) AB 9 20 48, 第 3 GE, 弧 102, 
10) ADR, 第 20 48, 第 3 Hh, Me 113, 
18), 14), 15), 16) 未 僅 表 


aS oS 


2) Uh, 第 19 4B, 第 
4) Athi, 第 19 4S, 第 
7) AB, 第 18 4B, 第 
13, 9) AK, 第 20 4, 第 


ir HY 229, 昭 13. 
We, #8 370, 昭 13, 
Die #8 283, WA 12, 
we, 綿 110, WZ 13, 


12) 本 吾 告 
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か 或 は 岩 質 上 に 特異 性 が な けれ ば な ら ぬ と 思 は れる 。 KRAOMAROUWEA 
園 等 に 就 て は 鈴木 醍 教 授 は 一 方 な ら ぬ 好意 え 寄せ られ た , 欧 に 記し て 同 教 
授 に 謀 し 深謝 の 意 を 表す る 。 
以上 記述 し た 万 か ら 明 か の 様 に , BOL Wet 2A ICMR S 
石英 の 産出 は ; 決し て 務 で は な い の で ある が , MALED SAT 5LS CH 
電 に は 取扱 は も れ な い の で ある 。 即ち 高温 生成 石英 中 に の 用 見 られ る 形 璃 と 
低温 生成 石英 中 に の み 見 ら る べき 液 鐘 と が 同一 結晶 中 に 別々 に 存在 する か 
ら で あ る 。 
これ ら の 問題 に 調 し 余 等 は 全般 的 に まだ 充分 に 研究 を 進め て 居 ら な い が 
山形 雌 新 山 産 の 岩石 に 就 て は 一 通り の 研究 は 行 つ た か ら , 落 に 一 先 づ 報告 
後 旦 更 に 研究 を 進み, これ ら 岩 石 の 成因 的 参 祭 を 行 ひ , 引い て は tee 
BENE PO UEIAS OCIA] (= BAG UC SEPSIS AO fer & So 


ARMs Cquartz-porphyry) (WI SaRAw 

岩 質 斑 岩 Ciparite-porphyry) RUimsoMe 

(granite-porphyry) な る 用 語 の 意義 

ョ ロー ゼン プッ シュ 門流 の 流れ を くむ も の は 第 三 紀 以 前 の 酸性 火山 岩 を 第 

SRROHRO AAA GES TBC Ic Bt L GRRE! Cduartz-porphyry) 
tHATIO CHAS. © OAFAEIL le the ABE Lit 観 が あつ た が ; ZN A 
CIR EBA SBREORI KOK: MICHRMBKSBRONCGNSH 
BOWED, BUS PED Str: 謀 で ある 。 極 言 すれ ば , BBE Bee 
岩 な る ARR し な く と も , 岩石 分 類 上 差 支 へ を 感じ な い の み な ら す , 
この 名 稀 の た め に 岩石 の 取扱 上 に 詩 解 と 混 航 を 來 す 恐れ が ある の で ある 。 
以下 少し く CORN BC im CT RSP 5 。 

AAI BAD BREE EMS SOM, 成因 的 に KMD HA 2 AAT 
So 即ち 深成岩 に 開 係 する も の と , Kite 開 係 する も の を WHEL, 其 石 
ALD ok an OK kB CB RR OR A OBE 2H BREE & OCHS ite 
に 明か に 地表 岩 で あつ て も , HAD 上 記 の 特徴 を 持て ば , 石英 斑 岩 と 呼ん 
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CHESS LILO 叉 他方 深成岩 帳 の 一 異 相 で ある TERRES C 8, 
基 石 基 が 細密 と な め 斑 唱 の 量 が 滅 ず る と , LAMAR L MPA CHEN 
な いこ と と な り の, AEMD Aa CARH PRR BABB 


多い 。 
Salk (dykes) 或 は 岩 角 (sheet) Of SHEA (minor intrusives) 
を な す 酸 性 岩 は , 前 記 の 如き 石英 斑 岩 の 特質 を 供 へ る も の が 多い の で , 逆 


酸性 の 小 入 岩 は 岩石 組織 の 如何 に 拘ら ず 石 英 斑 岩 と 呼ば ん と する 傾向 

る も ある 2。 

BOATS ELO—itim ¢ OU 火成岩 を 深成岩 と 火山 岩 (地表 岩 ) に 二 
大 別 す る こと は 岩石 四 創 始 以 來 探 用 され た 観念 で あつ て , 今日 に 至る も る こ 
れ に 庄 し 異論 を 唱 へ る も の ある を 聞か な い 。 元 よ め この 分 類 に 諾 する 観念 
idk, HER 2584 CB HHOMED ¢ SEC 和 療 化 閥 達し た 事 は 勿論 で ある が , それ 
に も 拘ら 5 ず こ の 分 類 法 に 庄 LUMPS RASH D SE Old, この 二 大 分 類 法 が 
岩石 和 塁 上 の 主要 問題 を 適 党 に 色 含 し , これ に 換 の べき 他 の 適 営 な る 分 類 法 
VBUEORNEDORELBZACLERBRITSZEOCHS I. MATRA 
BBLORAMAD © ODMEC HSN TSS LGLACE CHS. KIS 
人 は 一 つの 火成岩 を 得 た な ら ば , 先 づ 第 一 に それ が 深成岩 で ある か 火山 岩 
で ある か を 出 來 得る 々 だけ 選別 する こと が , 該 岩石 の 研究 の 第 一 歩 で あつ て ; 
重要 な る 問題 で ある 。 こ の 問題 は な, 一般 に は 容易 に 解決 され る 性 質 の も の 
で ある が , 叉 解決 が 容易 で な い 場 合 が ある 。 然 し 何れ に せよ ょ MARA ICED 
る 様 な 岩石 名 を 基 位 に 使用 する こと は 岩 右 分 類 の 趣 員 に 反する も の で ある 
こと は 誰 人 も 首 肖 する で あら I. BIC AREA 6AM IBICH So 

Wik Ae CABO) J AB LIC CP RAB LAAT CH © EBS 
ARIRIGEET Bu. HONKED [vars e777 | OBBRILIGICA 
Do LAMBA OT ORE Ae ETDS 中央 部 は 徐 冷 で 粗 粒 完 品 
CHAS: 前 者 は 火山 岩 OME 2 BL, 後者 は 深成岩 の 特質 で ある 。 か ・ ゝ 
る 場合 に は 玉 者 の 中 間 に 火 山岸 に 入る べき か 深成岩 に 入る べき か 明か な ら 
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a 
CREDA IBA S SG, 火山 岩 と 深成岩 と は 其 結晶 洲 時 の ERICA 
HEC HACE LIES EL OCHS LOGS. これが 定例 と 見 る べき 蜜 出 は 
屋 々 野外 に て 和 吾 人 の 見 る 所 で ある 。 然し 大 火成岩 由 た る 火山 岩 と 深成岩 と 
は 前 者 と 大 に 趣 を 異 に する と 才 へ られ る 。 BM SAVRMEAILIC AAD & HE 
も 火山 岩 質 組織 を 果す る こと は 稀 で あめ, KAKU HILT O FEC HO 
て も 深成岩 質 組 織 を 時 せ ざる も の が な が 野 な く な い 。 BS AICO non 
i 2 Hae 3 Ue 

Weer 2 MEE ORRICHS TT BIL LS ERD SEOE UTM LIFS SB 
の で あら 506 

要する に 以上 記す る 所 で は 火山 岩 と 深成岩 と は 基 結 品 度 Ccrystallinity) 
と 組織 (texture) と で 司 別 し た の で ある が , Lr SAMO 
FIC KOTMAOEBREMW ESS x & ASAE AE 5S SS ICBOKS 
例 へ は KL Na と は 低温 に 於 て は 置換 され 難 き る 高温 に て は 置換 され 得 
る を以て 長石 に 於 て は 高温 急 准 の 火山 賑 に anorthoclase を 生ずる も 低温 徐 
准 の 深成岩 中 に は これ を 見 ず と の 府 明 の 如き は 基 一 例 で ある 。 

ARICOST & HUMIC SER he BOS EOE 記載 され , 火山 岩 中 の 
班 卓 石 英 は 必ず 山 氏 結晶 で ある と され て 選 る 。 然 し この 提言 は ある 程度 迄 
RACH), 2S PRARO RS AT 居る も の で は な い 。 RHORE 
の 範 園内 で は 全く 柱 面 を 鉄 く も の を 未だ 遂 見 しない ので ある 。 た と へ 極め 
て 狭小 で あつ て も 必ず 柱 面 は 次 達し て 居 つ て 球 璃 質 石 英 粗 面 岩 中 の も の で : 
も , Carve Ree FICMRUE, 認 む る こと が 出来 る 如き 狭小 の も の が ある 。. 
然し 花 賠 斑 岩 の 如き 比較 防 低 温 岩 に な る と 桂 面 が 炊 第 に 大 きく な る こと は 
既に 余 等 の 廣島 市 外 産 の 同 岩 に 就 て 記し た 様 で ある 。 

この 結晶 形 の 差異 の 他 に , AEE LAMPE & これ を 園 繧 し て BRE 
する 僅 便 開 係 で , 578°C DEBS DAP Cid Dik DIB BID DT L DBE 
mb wMO=. CORA TER APR BCa I 573°C 以下 で 結晶 し , BE 


a 
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石英 を 含む 火山 岩 は これ 以上 で 結晶 を 始め る こと が 明 か と な つた か ら , He 
に 石英 の 性 質 で 基 岩 右 の 結 品 湿度 を 知 つ て MAIC BS SD» 或 は 火山 岩 
に 属す る か を 草 別 し 得 る の で ある 。 

この 方 法 を 用 の ⑦ れ ば 従来 は 右 英 班 岩 (quartz-porphyry) と し て 火山 岩 式 な 
る や 深成岩 式 な る ぁ る や 遍 別 し 得 ざ り し も の も 容易 に 識別 し 得る 場合 が 多く な 
る の で , これ 等 に 詩 す る 用 語 の 必要 を 感ずる も の で ある 。 それ で 高温 右 英 
を 主 成 斑 品 と する 岩石 は 火山 岩 式 で な けれ ば な ら ぬ か ら , AHMAR 
岩 (liparite-porphyry) 或 は 路 し て 石英 粗 面 斑 岩 と 呼び , 低温 石英 を 主 成 斑 
上 酷 と する 岩 右 は 深成岩 式 で な けれ ば な ら ぬ か ら , FE Ra A A HE Cgranite- 
porphyry) aeIZas LD CHEMBES ¢ 碑 別 し て 呼び た い の で ある 。 以下 逃 べ る 
記載 で は 従 來 石英 斑 岩 と 温 然 首 ん だ も の を liparite-porphyry 及び granite- 
porphyry と 三 別 し て 使用 する 。 

KES OF OLDS LK ARE C liparite £ ES} Ol HUT rhyolite 
と 呼ぶ は 周知 の 事 で ある 。 Kemp は quartz-porphyry の 代り に rhyolite 
-porphyry と 呼び た いと HS UKD AL KMOWB HEL liparite Ose 
2 UCR た ら 勿論 Seams の 代り に liparite-porphyry と 


言 し た で あら 10 然し 余 等 が Miia FS S liparite-porphyry + Kemp 
> meni & tta MMA 2 MEAT De 
AHO AILS し, 噴出 時 代 が 第 三 紀 以 前 と 以後 で ある た め に BAK 


THO EAI AGS LIE Kemp Heian eee SUA 
D(ZABMO liparite 或 は rhyolite LRMEMU 開 係 に あつ て も HEDIS 
OED Heh Halk フェ ル シ チ テック な る た め に 全然 別名 で ある quartz- 
“porphyry な る 語 を 用 ゆめ る こと に 不同 意 を 表し , liparite weit rhyolite に 
BA(fd> SSBB rhyolite-porphyry な る 語 を 用 の ⑦ る 方 が 岩石 分 類 具 営 な 
め り と の Kemp OBMBICH UTA INR lds る 所 で ある 。 然し 
余 等 が liparite-porphyry な る 用 語 を 提唱 する 他 の 重要 な る 理由 は Kemp 
DES MD SSAC 余 等 の 最近 の 研究 に 係る 高温 及び (RP AOS 
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類 に 基く の で ある 。 


石英 粗 面 岩 質 斑 岩 の 産地 及び 産 甚 
既に 記せ る が 如く 本 岩石 は 新山 部 落 の 畑地 中 に 珠 石 と し て 僅か に 二 三 の 
岩 塊 を 見 た る の み で 其 附 近 で は 蜜 出 を 艇 見 する こと が 出来 な か つた 。 克 に 
恒 潤 流 に 沿 び 僅か の 垢 石 を 追求 し て 一 支流 を 逆 る こと 4km で 現 産 地 を 知る 
CED WAS, LAP EMR ORR ad UT SLE Do 
第 = iss 


WSS 


SE 
Ac et 
CES >, 
ヤク 
a4 
REA 


ye 
kl 


AKC As Sc 
J. AGS WANG 


Bs fa hee NS 
ee 


る 
RA SW i 

. fo ois. 
MR WAS ZAK ye NN 


WOON Se ER 
ee 


== 
Y, 


Gf 


SS eS 


Gta 

ih 本 岩 の 産 地 (第 富 園 ) は ERAN CO 山形 市 
の 東方 115 FEO, 蔵王 火山 の 北方 に 位 す る MER MO PRE AES A 
め て 小 範 園 に 店 出し て 居る も の で ある 。 山形 市 より 山形 。 営 城 員 小 を 通 ず 
る 主 安 道 路 で ある 笹谷 街道 や 約 9 将 東 進 し , 新山 部 落 北端 で 街道 と 分 れ て 
東南 方 雇 戸 山 に 達する VATE AS Bd 4 PES LS 標高 約 800 RO 
UMS TOON BD TA ARE, OER EERE 呼ば れ 
DHARWAD SMWRGES 40 AL SAIC RTP C OWRD 
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PASH KO BIH) 150 米 入 つた 所 が 西 の 境 と な り , hIdHSAKGBeH 
し , MILKS FEEL TSE 150 米 の 路 々 園 形 を な し て 店 出し て ゐ 
る も の で , MOEA HEP UO Kk ORTHO So 
EMRRE 宮城 , GRAB 22S EA RO Fp ke SME Kk Le 
OC —IO DAK WORE LCBO, ZORA CIS 蔵王 火山 群 が 人 従え 
て る る 。 KHEORKUOLE ETA HILBAN LABS DS HEBER ER 
び 斑 岩 並 びに 石英 粗 面 岩 質 岩 石 が 大 部 分 を 占め て ゐる が , これ 等 系 の 大 


第 m 


A» te SIEM OL BMA e BA CN ODE 6H Se HEAD 
Dey Ay (LTA DH TE des BY に 政 出 し て 居 0, AG 
英 粗 面 班 岸 の 産出 地 際 近 に 於 て は 角 開 花 賠 内 縮 岩 の 上 に 直接 に 礎 戸 火山 の 
GM GRINNED BOOTHS. Cy CMSA L SS ASB IE bat fh 
PUTER EEE Dima BIRO AG UT 存在 する も の で , MOR 
く 約 150 KOMEVAL, そ DIKE WD ABBE ZEAL AICO CBI 
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れ て ゐる 。 

第 参 園 に 示す 様 に 木 石英 粗 面 斑 岩 の 路 出 は 之 と 接する 花 敵 岩 質 岩石 と 地 
ERR Store MheR LCR GS, ABOHAG LUBED 
あつ た に と を 示し で 居 0, KE VS OTR BIRT RMB LK LOCH 
IED PALE CORN IKRBD 5S EI INARE CUM Zell OE 
NEI ROBE AMEN BIS ROK LOCHOT, その 分 布 は 地形 上 か ら も 明 
ら か に 則 別 する こと が 出來 る 。 

AS HO TRB kG Fb AES SDE DOIG TR. Jee 
も ーー 二 の 小さ い ADD SD, TEMPE ¢ OMFS % 追跡 し て 見 る と, 
AS EEA HEIL © 20 [MN & LALA PH ERIE < 1K & ESE-CORD 8 GRA iar 
CUMS St PWD CBA SHS BSE B) RMR O A PeREAB 
CHG 6 ABS} ed L CHES % & GAM BE ORK LA RBME DA Gt 
ぬ に 反し , FER OMSL ABS 10 BEPYIEIZ LO WOKS & OL 
ヾ 分 解 し , BES ACA HED ER OTHY 3 2072 &O & — COMP CME 3 
れ , AetlL IY GDI AER FES BA LIA (pipe) で ある こ ょ が 知 られ 
る 。 

SEARO PIAS & EW & OH eH LCR Ab, その 構造 る SNE 
も 全く 同質 で あつ て 何等 選別 され る 様 な 特徴 を 示さ ず , UAB Scape 
PUREE O ITE S LG tLe o LOMAS (OBMOLONAOLA LO 
HEFRG SE < (LHS CIE & fbi IY (2 FES BT BIBS & HE UT EOE GSB 
FULMED HSE OL¥E BRS 


#5 2% 8 B 
AS ALAR) (RO RRO HM EO AIL (=, BEd e UC 石英 及 
ORAS BiB 62 SRERKAAC, FORE LEMOS 2mm~ 
8mm OMAP CL} DPUNOHM 247 4 GON), 長石 は 大 きる 3mm 
~hum で 自 形 乃至 生 自 形 に 結晶 し て 居る 。 
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山形 懸 東洋 村 新 山西 金子 澤 産 石英 粗 面 岩 買 
BE AP OA MBE TN, KETO HSE EMT 5 xO 


FE 


at ll BE AT Be MA Rt 
PU iS ahh (DE BE + nicols 


Pues, x18 


ac Wo RK 本 49C13 う 


PRB OBEY & JO HERG OBEY, HS OSE, ETHIC EFF 
Hit = F7Fo x 100 Se 163 
© 


READ HALA, WETICE fr, 
三方 系 の 外形 を 示す 。 xX 700 
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he CIC BREE B PER OS fh ZC PAG B 
ENS Es, Va KEIATIC-B AG, | x 90 


a 
> 


Bibin IR OE AB FF © Seti 2 JADE PATS HAM Go, 
Ri CAM), 庶 面 に 予行 。 x 100 
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ASes 72 SAGE (oA S tls BI OMS -C, TEGhAEIRE 2a し , 
BALL OD TC HH CHE LE し て 石英 及び 長石 より な る と 思 は れる が 和 制定 に 困 
Wet 7 zy F 7 OHBEEL, 二 炊 的 の 終 泥 石 及 び MEO ee IME 
LUG So DERILRIX MS ZHRPERAAT AYIZ, これ と 夏 々 等 量 
の 長石 を 含有 し て 居り め , 長 右 は 妊 長 石 の み で 正 長 石 は 認め られ な い 。 

HER 多く の 場合 分 解 作 用 を 受け て 居る , 然し 共 程 度 は 岩 箕 よめ PRE 
LIEBE KOR Os 或 る 標本 に 於 て は 完全 分 解 し て S522 EEO IE BSCE 
じ て 居 る が 他 の 和 打 本 で は 比較 的 新鮮 な 長石 を 観 祭 す る こと が 出來 る 。 - そ れ 
CE RAD OADMLY STL D0 RH ERE LODZ WDB 
構造 を 時 する も の は 認め られ すず すず, BUH EO COMMAS MVE LKR, 

C= TIR 7” = 1-538 

と な 0, 3% An OBA (albite) (“HABIT 4.0 MHRAMHORAP 
より め 握 出し た も の に 就き , (0F0) 及び (oor) (2 PT OM IE OBE U 
結果 , (coro) OWE ILA TIE X/Aoor=+418°, (oor) OPE Clk X/\oro 
=0~t3° と な の め , HAM IERO PH er Lite BRADLEY ER 
と 一 致す る 。 有 色 硫 物 は 岩石 の 分 解 し て 居る BETFUTE SRS, 皆 二 
RYO PVE ME O a BERK BAI LUCIE Bo 

KBORPMRERAD, 純 草 長石 に 近い も の で ある こと は , HEHE O 
示す 所 で ある が , JEG ISDE GH LMA Mt SAE GMS DS, 
albite の 高温 相 barbierite に 属す る も の で は な いか と の 疑問 を 以 て ; AF 
長石 の 光 退 竹 を 正 通 の 検 鏡 の みな ら ず universal stage 2 DA CURIA RINE 
も 共 力 され た が , 結局 は 本 長石 は 三 銘 曲率 に 局 す る も の と 制定 する こと が 
幾 営 で ある と 言 ふ こと に な つた 。 牙 に 推定 温度 700° 938 800°C 陳 近 に 於 
て は albite は barbierite と し て fit UT も , 低温 に 於 て は albite に 移 化 
SZLBANSD, > OBIE CAAT barbierite は 品 出 性 な いと 解す べき 
か , Mlk barbierite の 存在 の 提 訟 が 常 を 得 て 居 な いも の で ある か の 三 つ の 
BAT DRBUEI BES tuto 
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DEAK ABEL HET ILA KD TUT So 

SENET CTE FOTO OCH SD ica UR FRA 
は 著しく 分解 作用 を 受け て 居り , HO Ate Bld 原形 を 止め な い の で , 化 
FANS) LIC SMRORBOKE SSS % Bt, まだ 分 析 を 行 つ て 居 な い , 然 

し 本 邦 と UTILILE HRD A CH BD 6 (CBMAD KB LBS THD lo 
後日 分 析 を 行 ふ つも り で ある 。 . 

BS AIA BIATNIO GIA AO MM < esi Chan 2 aed, BEKO 右 英 
と 曹長 石 と を 上 品 出し た の で ある が , BAO MAIO ASH a t FS 
9 結 唱 作用 は 比較 的 徐々 で あつ て 共 終 止 は 573°C 以下 て あつ た と FXG 
425 0 FHC OBNCBS SEALS RIC IES 0 

SEEK GIS u(k liparite-porphyry で ある こと は 棄 輝 の 如く で ある が な , 
天主 成 造 岩 確 物 は 石英 及び ARACHA SD 5 従来 の 命名 法 で は quartz- 
keratophyre に 入る べき で ある , 然し albite liparite-porphyry と 呼べ ば 一 麻 
fi RABIES H Bo 


斑 & A 医 

本 右 英 は 大 は 8mm YH £ O NERA BY L, BIB DME ie 
KAAS S OPDORM 2A 4 (LAC LORCH So ASORMELEA 
|< & SABLA (embayed phenomena) (tAjHSC? に 詳し く SKE, 
石英 粗 面 肉 及び 斑 岩 中 の 斑 唱 石英 に 於 て 殆 ん ど 常 に OE ae 
告 に 輝 べ た と 同様 の 事 が 落 で も 言 ひ 得る で あら 5 。 

包 喪 物 は 上 に 述べ た 様 に 火山 球 璃 と 液 外 と の 二 種類 を 同 叶 に 保有 す る 。 
WIL PAGEO AT RIL BS SII TELE L, 透過 光線 で 淡 玲 色 透 明 の も 
OLMBaCE<\ AEWDL DL HS. LOAGWUBxAS SAMA 
DFTA KOM LAS OD, これ 等 は 結晶 内 の 不 規 則 な る TEBE & jt 
MT OD, 或 は 液 角 包 裏 物 の 分 布 し て 居る 面 と 連絡 する か が 一 般 的 で ある 。 


BEE DA 2278 FB AS OWL EASED GEAREE UIC TER EER th 
1) mE, FER CASAS, AB, 第 20 4B, HE 105, WA 18. 
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石英 に 比 す れ ば 造 か に 少 い が , 大 さき は 比較 的 大 な る も の か ら 微細 の も の に 
至る 迄 存在 する 。 容 洞 の 形 は 導 岩 中 の 石英 に 見 ら る ぁゃ ゝ も の ・ ゝ 如く 不 規 則 で 

TA—NUBRTS EODAUNC H SDHC ABLE LS ERR S 
も の が ある 。 BAM A AMHPAATSAABAMeEOT Me aH 
+4 ARADO ORES SUKBeRT EOC, 本園 は HM ATIC) 
MsReELOCHS. BAR B AMM es 6 AWOKBO 比較 的 
規則 正しき も の を 示し た も の で , 同じ く HMCETOLO CHS. Bal 
の C は 底面 に 下行 で 液 憎 包 裏 物 の 容 洞 の 三方 系 を 見 る こと の 出来 る も の 
で ある 。 | e 

WR 2S B NOS Ai OME LURES 2 LAGOA bar 
De 

1 AMODWSH SMCs THHELTE S460, COMD Mis 
的 方 和 位 と 開 係 あぁ る か な いか は 不明 で ある 。 

9 BMODPOBUH AT SAAD 6 WIKIES 5 MR HC 
WaTHETALEDCHS. 

PERE 2S SATE AAD 6 EM RO ON BAUS BEES 6 MB 
ILRI AEG RORS に 輝 べ た 所 で ある , © OMB CET 
O=f UKM EG O-MOLODMT CHMBHS, 然し て これ 等 四 種 の 
編 多 面 が 全部 低 達 する と は 限ら な い ; 一 般 に は 其 内 の ある HERS OTH 
る 。 叉 この 駐 裂 は 六方 形容 卓 の 附近 に の み 限 られ る 場合 も あめ 叉 結晶 内 に 
或 多く 存在 する 他 の 路 殖 と 連絡 する 場合 も ある 。 こ れ 等 の 欠員 は 高温 石英 
D 6 (RIB BABES SBS ICBM ARB SBOE CE ADE 
RW LIES t BA 

BIC BI OMB? SUA Hi lb LOM b —-KXKF SLOT 
SCE A OPO RAR ARH LAT OKHBAGCHOT, TOME 
I BAES BML TT DEITCH S. © Olas EiMile MICH 20 


1) ft, BARR, Bow, 第 17 AB, ME 220, 昭 12. 
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AWD S46 LEICPAOLOODAP RSENS. 第 七 園 B は 結晶 の 表面 か 
5 ASBIL IO CHROMA LIB AOLMC HOT, 基 周 園 と KES SH 
第 八 


1010 


Alt HA SE 22 TO WICH O, HBEOMIL PAG AAO JAD 6 
の と 同様 で ある 。 PMAE これ 等 開 係 を 模式 的 に 示し た も の で , HIE 
面 右 彫 は 柱 面 に 午 行 の 断面 で 見 られ る 短 態 で ある 。 

六角 形 空 品 を 園 る ドー フイ ネ 人 難曲 AGROKACPMIOWH ee O> Bit 
WKBAKCBAST SL, ドー フィ ネ ERO BE OK eMDILT Sr E DH 
ARG» 第 九 園 A RO BILAN ea し , GTA LIE fav 2 — RK 
LEE DCHS. COMA SHOR IES ORLA APO 
班 品 中 に 見 る も の と 全然 同様 で 茎 に 度々 記述 し た 所 で ある 。 


a4 HANRMORAHSS 

ABBR 22 BT ONTREMOFERO t OMEGA F-7 
4 AE ROBEORALD 5 mimbwt UCHHURBILHWD CHS, 液 
Pe ARIO AS SOUION A RE Aa Ji PAK BEE SF FRO 
に 溢 ふ て 分 布 し て 居る 。 

Be (WHE EY (LS EO RAR TEA LUC BERR YS Heth OPER 
WSS DAB NT 浸入 し , FERICS LCA LL, KEARC AI eI OL iB 
HOM F LFRICAMILMNE LK ED EFAADTICR te HBA Bh LB 


EEE 
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ILE OE NT LP FE BE EE ih © ETT IC A 
BP-74 KEROBEKEBEM To x 8 
Bi A o%$/E lal 
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TWOOCHA る © 
か さく 府 明 し 得る と すれ ば 嘩 右 の 組織 Ctexture) の 成因 に 就 て も 同 叶 に 都 
合 よ き 廃 明 を 奥 へ る こと が 出來 る 。 即ち 本 央 の 斑 品 右 英 は 右 英 粗 面 岩 の 現 


第 #8 


Ny 
< 


hE DO BLRY & Bete SN FH ZEA @ J ER] IC BES 
SSor-74 eh AKAIKE, x 100 


FN) FE BE 


Hn 7I Se & Her HTK IC IS CRC dy B DIANA IC IAS BS AILO KE B, 
TEI CIA OM BRD HS, BM SUD A CA S ABATE 
OPAL ete O VP tide CILAIS  K 20 tHE SNE Ec AE 3 tr 573°C 
CHE CA CL ASEH OMB RRC (0) SRE BLN DOK LMSIiS, RS 
(= Be SORA RE 3 OS 1d et HERE ARBEO BAR EHS OAM < Seve WRB te 
い , DEAHOD AIL Ma EMRE AEVEO) 下 に 上 品 出 する が , 右 基 は 徐 冷 の Fic 
573°C を 過 ぐ る も 獲 固 結 し な いで , この 温度 直後 で 生 UT ABB YY OPE SE 
成分 も 容 朱 に 浸入 し, PAO RMA & TARKOCH Bo 

疲 に 石英 粗 面 斑 岩 中 の 班 基 石 英 中 の 液 喘 包 裏 物 は 石英 の 結 品 後 と 於 ける 
一 次 的 成因 の も ので, PRE IEE AN き 初 成 的 成因 の も の で な いと の 結論 
に 達し た 。 CASE) 
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海 成 油 母 岩 の 有 機 物 の 研究 (第 一 報 ) 
津軽 油田 海 成 油 呈 岩 の 補 素 含有 量 と 有機 物 含 有 量 と の 開 係 


met 高 橋 純一 
Wet KR 次 B 


緒 言 

Ail ORL a 2 ESR IE 7s Ok OPILBEHO— A (高橋) D AIC BR 
DBCHOC HGMKOBBK I LOC, その 研究 が MOR <St > 
HICKS Tho EMAC F2VSICBOKS MU CMMI ICG SE A 
有機 物 に 開 し て は 高 憶 の 研究 に 次 で 米 國 の トラ ぇ クラ? 等 の 研究 が あり , その 
SED 6 Ss (CBORD, ALAM SE S$ OBERT LOCHS 
IMD & © OPO ED OTF ISA iE KORE IDS SBD ICI 
WW BAO tlc b BE OMRSASSADCHS 6 

AO )IVAI ROUTE LHR UT 本 問題 の 解決 に 資 せ ん と し , & 
AAA MWO WW ICH 4 NAB ILOS Bigs, 多く の 注意 す 
BY SHR VES BOK. 以下 順 を 追 ふ て その 一 般 を 報告 せん と する も の 
で ある 。 

先 づ 第 一 に 参 慮 す 可 UN CAO 6 ROVER RU CORA 
量 の 問題 で ある 。 トラ スク に よれ ば 海 成 油 母 岩 中 の 有機 物 に は 空 素 化合 物 
が 多く , 庫 か も 右 油 は 比較 的 低空 素 の 有機 物 の 一 天 よめ 生成 され る も の で 
ある 。 MULT FAZFABLOME ICH CHER WAI Oi EES 
OR RD RAE PY 15%~E し, その 内 右 油 化 LGA SAD, Bo IEE 
は 全 有 機 物 の 5~10% (CHO, BT ACMA WS WELSO ih Es lt 
均 0.03~0.5% (MBS S Bsa LK MUTT CORRIAAIE 10 
SECT ERNE DERI 20D HRI HEN > CHE Ute SEL et 0-1~0-596 & KE 
7S SLIERS ST FS BECH Bo 


#58222) BRD RR SB # 72 


以上 の 如く , WHEREIS OAROORM, Fit HOMES tO Ws 
等 が 明か に な れ ば 。, 油 母 岩 有機 物 の 研究 に よ つ て MHORG, O 可能 性 
も 推 知 する 事 が 出 来 , 更に 油田 に 於 ける 石油 の 理論 的 生成 量 ) その Myxter 
の 推定 に 問 し て も, 牙 に 初め て 科 門 的 な 根 近 を 提供 する 事 に な る の で ある 。 
然し 一 般 に 堆積 岩 中 に 含ま る ゝ 有機物 細 量 を 正確 に 測定 する 事 は 甚だ 困 
難 で あり , PICU BOT LIB CAE ICHES b, 高橋 の 所 調 「 吸 
BNA wR] OAKREIK TEE Ls 一 般 の 有機 浴 別 に BLU TIL 不 深 性 で ある 。 IB 
令 匠 の 如き 岩石 中 の 有機 物 の 元素 分 析 を 行 ふ 場合 に 於 て も , その RK, Wk 
素 , 酸素 , 窒素 , 硫黄 等 は 無機 物 の 成分 中 よ 0 も 分 解 し 來 る 可 く , これ 等 を 
有機 物 の それ と 陳 別 する の 必要 を 生ずる 。 WRK ARDY ORETTE IR 
て も , 八木 は 種々 研究 の 結果 , 或 る 程度 の 成 楽 を 得る に 至 つ た が , それ に 
就 い て に 他 有 日 の 報告 に 護り , 以下 に は 従 來 行 は れ 座 れ る AG, トラ スク の 
方 法 に 従 ひ 有機 溶 別 に よる 溶出 量 , 及び その 残 注 を 乾 飲 し て 生ずる 油 量 を 
CWE BO BROS Ae t (RET S&EDOCHS 


有機 物 の 測定 方 法 
(1 Bx =P. Dz Trask の 現世 堆積 物 の 研究 結果 に ょ れ ば は ば, 腐 泥 堆積 物 中 
ILCs (OBR RAL, Mi tORARIL 有機 大 素 量 と 或 る 一 定 
の 比率 を 示し , 従 つて 有機 物 含有 量 に 比例 する 事 を MN TES. 地質 叶 代 
の 海 成 油 母 岩 に 於 て る も 前 者 と 同様 の 事 牛 が 推定 せら る ゝ を 以 て , 本 研究 に 
於 て は その 宏 素 含有 量 を 測定 し , それ と 深 別 で よ つ て 溶出 する 有機 物量 及 
び 乾 喘 に よ つ て 生ずる 有 有 機 物量 と の 開 係 を 知ら ん と する も の で ある 。 その 
ARBOR AMI CR Cid Riks OD, その 結果 は 大 帳 に 於 て 両者 間 に は 一 定 
の 闘 係 が 存する 事 が 知ら れれ た の で ある 。 若 し 其 の 如く 宏 素 含量 の 測定 に ょ 
9 海 成 油 母 岩 中 に 存在 する 有機 物 含 量 を 知る 事 が 可能 で あれ ば , BRS 
OW EAE LGB IC し て 短 時 間 に て 足り め , TM & も その 結果 は 正確 な る が 琉 K。, 
海 成 油 母 岩 中 の 有機 物 合 量 を 測定 する 最良 の 方 法 と な る の で ある 。 MULT 
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TBC has Pc FEE RI RES ABEL E LTIke ») # » (Cn Han—5N), 
+72 (Cn Hen-1N), 7 i » #§((Cn Hen+1) NH,), (Cn Hen+1) 
2NH, (Cn H2n+1)3N),+ $ -#AROF ov 74 — rHGEO PRA LSAL 
合 物 で ある 。 VIEL ORL Mil zs SKA L UTTHED SD ICH 
いて は , 猫 詳 細 な る 寅 験 や 必要 と する も の で ある が , Wi 注意 す 可 き HE 
は 有機 次 別 を 以 て 油 母 頁岩 よめ 抽出 し た る 有機 物 の 臨 酸 溶液 Gia) に 
ェ エー テル を 加 へ て 振 洗 し た る に と に ェ ー テ ル 中 に は HH HRDAMKL, Bayes 
溢 は 青 線 色 を 時 し た る 事 で ある 。 この 反 應 は chlorophyll に 特有 な 反 應 で 
前 者 は phylloxanthin LARS ARH, 後者 は phyllocyanin と 稀 す る 
青 終 色色 素 と 推定 せら れる も の で ある 。 即ち 海 成 油 母 岩 中 に chlorophyll 
の 存在 を 訣 認 す る 事 が 出来 れ ば , ERA I CHHROS BEL BILL TA 
油 の 根源 並 に 生成 機 機 上 極め て 重大 な る 根 揮 を 提供 する 事 と な る 。 こ の 和 中 
に 開 し て も 追 つ て 遂 表 する 参 へ で ある 。 

as 4 O28 IVE CHA し た る 方 法 は Kjeldahl 氏 法 に し て , MERIC 
DUBE SBRBPAOKOC, 理 碑 の ァ ド ゲ ー ル を 以 て て 24 
Ref gcbhe Dict) 5 瓦 を 使用 し た 。 IM し て 猫 使 用 する 試 華 は 窒素 含有 の 有無 
を 試験 し た る 後 使用 し , 滴定 に 使用 し た る 看 酸 及び 薄 性 曹達 は 0.1 BLE 
WC, ミク ロ ・ ビ ュ ウ レッ マト に よ ょ つて 滴定 し た の で ある 。 

(2) 有機 溶 列 に よる 可 溶 成分 使用 し た 有機 座 別 は メチ ルル アル コー ル と & と 
クロ ハフ オォ ルム で あつ て , 前 者 に よ つ て 溶出 す 可 き 有機 物 は waxes, re- 
sins, pigments, higher alcohols S¢-G, 後者 で は fats, oils, waxes の 一 部 
resin-like substances, sulphur compounds, pigments “CHA, 抽出 の 方 
法 は 約 20 HOM AAE Ze EFT Pe hic 24 ERR DCPS 
し た る る も の を 試料 と し , これ を Soxhlet の 抽出 装置 に より め て 20 IEA H 
し , 抽出 物 は アル コール を 蒸 鯛 し て BIO 7 ド ゲ ー ル に て 24 HERR 
TBPEB Lito 7 HA — UDA THI UIE EE 乾燥 し た る 後 , クロ 
ぃ フラ ォ ル ム を 以 て 前 同様 に 抽出 し , FORM He Lio CaO 
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yt 2° MN Aah tx BD KAP KO 7S DUCHET (LBS OD, Hie 注意 す 可 き は 

ァ ル コー ルル 抽出 物 中 に 比較 的 多量 の アル ミニ ウム が 溶出 する 事 で あつ て , 
第 様 な アル ミナ の 如き ( 油 甘 岩 の 種類 に よ つ て は 鐵 , 石原 , WL) 無機 物 
が 有機 物 と 同時 に 有機 溶 別 に より 抽出 せら る ・ ゝ 事 筑 は , 渦 母 に 開 す る 高橋 
OP TMM | ¢ BR L し て 極め て 興味 ある 根 拓 と 云 ふ 可 き で ある 。 
証し て この 抽出 物 を 水 を 以 て 溶解 し , TRUE ARIN ST OL Sk BEOROM 
SHPEDHD SL ORFS, L70\ フォ ルム を以て 押出 し た る 押出 物 中 
に は 八木 が 先 に 報告 し た る が 如く , 頁岩 中 に 存在 する 溢 醒 の 硫黄 が 溶出 
する 。 

C3) 況 館 に よる 食 出 物 以上 の 有機 溶 別 を 以 て 抽出 し た る 残 詩 試料 を 乾 
IL, ZeRAVEHOAS HHI I~ AVI THAML, He アド アー 
eI CHP UK COBSIHBTE, 以上 の 如く クロ ヽ ヲ ラオ アル アム を 
以 て 抽出 せる に 係 は ら ず 猫 多 少 の 浴 評 硫黄 が 乾 父 に よ つ て 昇華 する を 認め 


F~ 
ire) 


x & 結果 
CD 東部 津 圭 油 田 

東部 津軽 油田 の 石油 母 層 及 び 構 造 に 開 し て は 既に 報告 し た "。 宣 験 に 使 
用 し た 試料 の 大 部 は 東部 津軽 油田 の 南方 に 位 す る 灯 珠 構造 元 の 北方 を 接 断 
する 油 川 よ 9 め 五所 川原 に 通ずる 自動 車道 路 の 沿線 に 於 て PRES LOT, 
宏 沼 よめ 飯詰 に 至る 間 に 赴 出 する 地層 の 下部 より 上 部 に 順次 に 控 取 し た る 
も の で ある 。 第 辻 表 は その 分 株 し た る 結果 を 示す も の で ある 。 同 表 の 試料 


の 配列 は , 地層 の 下部 よめ 上 部 に 至る 順序 に 従 ふ も の で ある 。 (1) HAR 


1) AACR + 昧 色 頁 岩 中 の 湊 離 硫 商 の 存在 に 就 て , AS ARISTA ABE COR A 
AAD 
2) 高橋 純一 , 人 木 次 男 «NORTE > TUNA, AERA PAAR BE CLI 
4); HTM ONEE, SERA, 第 二 , 四 競 (昭和 十 一 年 入 , 
TAD 


ii, 75 研 Ki Hk x 本 61025) 


PRR Ae AIRS LC, SAVE O MIB RBE 2e 認め 得 ら る ゝ も 
の で ある 。 (2) な る 硬質 頁岩 は 前 者 と 夏 々 同様 な る も, 多少 人 色 の 淡 き る の 


第 2 表 
Ni | Alcohol |Chloroform ‘| peg i 
| “A extracts extracts D ae Total 
| JP % AVS % 
(CD 硬質 | 9.054 0.12 0-05 | ds 0.17 
S ie > 7 
(2) ala 0.033 0.10 0.04 tr. 0.14 
eos 
3 Oaks et 下部 0.06. | 3 
C3) aes 062 0.2. 0.05 0.02 0.30 
= S : 
ay) Rik AT r ‘ : 
Cz) SEAL BH 0.085 0.22 0.07 0.05 0.34 
a - 4 
(5 sere 層 中 部 0.1 26 0.5. 0.08 0.04 
2 HOSA s A SE sid? 
6 Oi si Fat 8) 0.148 0.60 0.09 0.05 
© mei : ee cee 
AR = => ) os ee 
o> i let 1h 0.086 0 0.05 0.03 
7) BA fe 1d ee 62 Rey oa SA eee 
Arse 
C8 te gees Xo0l sari oa 
第 = 
Ss 
2 
£ Cae 
wn Pees 
Cc ae 
2 BEES 
= $s 
= -6 
0 | 2 8) 4 5 6 ii 8 g 


Organic contents m % 10 
で ある ぁ る 。 (3) 7s SETA (kil Hib 6S s MS RAC CIE A “eT 
する チョ コレ ー ト 色 の も の で ある 。 (4) な ぁ る 束 質 頁岩 は DOLACMS 
る も の で , 戦 質 の 圭 藻 土 頁岩 中 に nodule と し て 存在 する flinty OKO 
竹 類 で ある 。 (5) (6) IEC MEO AMAR <> DUTT WIE < BLK 
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REL (6) に は 急 鱗 化石 が 認め られ る 。 (7)(8) は 共に (5) の 上 方 に 位 
Ls 海綿 骨 針 の 極め て 多い 放 色 CHIRODE (LPR) RA, 塊 其 の 頁岩 で 
ある <。 

これ 等 の 分 析 に 就き , 先 つ 窒素 含有 量 と 有機 物 含有 量 と の 開 係 を 見 る に , 
先 き に 定義 し た る 「 有 機 物 合 有 量 | が 蘭 炊 増加 する に 従 つ て 窒素 含有 量 も 
赤 塔 加 の 傾向 を 示す 事 , 第 一 表 の 結果 表示 せる FTE KOT & lB 
ふ 事 が 出来 る 。 但し C7)(8) BORROWS で 1) よめ (6) ZORRO 
傾向 と は 異な る も の に し て , その 原因 は テル コー 抽出 物 中 に 溶出 する 前 
WOF ri ava. DROS BRICKED LOCH S > 次 に 容 素 含有 量 を 見 
る に GBI, RENE OWA MAIL 0.08~0.05 錠 に し て 比較 的 少く 。 そ の 

部 な る 飯詰 層 下部 の 蘭 費 頁岩 
は 0.06~0.087%6 & 7x 0 HE EO 
FAL <> Bic ke So Mee 
PEO EVEL Srila L 
014~0-15% % 6 含有 量 を 示す 
も の で ある 。 MU RABE 
OUR Aa IC Et tk HO tc 
0,07 ~0.09%i= 減少 する も の で 
ある 。 即ち 東部 津軽 油田 に 於 て 
RE DORA BOY 
BAB Ly 特に 中 部 の Rae 
DREZERSCLBeRITLOCHS, MUTZHKORBRRDILT RA 
670 ill HOB MDS EOL TFA, 現在 これ 等 の 地層 に 残存 する 
Oh eee ae oe 
HAS SBL GS. KRIBHA Ct ROR BBROR PRED Ai ee 
tC t ie SUE RIT LOL RA <(, HOTLO Biase 
よめ 上 部 に 最も 多量 の 石油 の 集中 を 期待 し 得 可 きも の と 推定 せら れる 。 


第 a 


i) 


a 


Nitrogen contents in %x100 


Hard shale Siliceous Black shale oe black 
shale ~ shale 
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第 一 表 に 示せ る 如く , クロ フォ ルム の 抽出 物 及 び CEA Ie ie 
離 の 硫黄 の 存在 が 認め られ る 。 そ の 硫黄 を 結 品 せしめ た る に , 第 三 園 の 如 
き 良 結合 が 得 られ た 。 抽出 物 中 , 購 色 頁岩 の 中 部 に は 多少 の 硫黄 を 認 
ED IWARS DEP AA 
ROMA AA PLL 
EF Oto 7 eh D 75 
Wo 八木 が 売 に 報告 ら 
た る が 如く 令 黄 は 現世 
腐 泥 堆 積 物 中 に も 存在 
Do の の 0 

以上 の 事 辻 よめ 参 祭 
する に 油田 下部 を 構成 
SF WAR AMOR 
頁岩 も 腐 泥 岩 に 属す る 
Da, 堆積 BMC 


第 Ss fal 


AAW ih kU Ye WHHL CLEA FEVER O FR VE 
洲 離 硫黄 の 結 品 (x6) “oh GS & MB CU 


離 硫黄 の 存在 せる も の と 推定 せら れる が , これ ね SORVAICIST b> 特に 
脱 朋 作 用 の 著 し き 下 部 居 中 に 浴 離 硫黄 の 減少 する 事 牛 は , 石油 A WCE 
RR L REE ABARAT SED E MBBS NS 

C2) 西部 津軽 油田 

西部 津 寺 油 田 の 石油 確 床 に 開 し て は 既に 著者 等 が 報告 し た る が 如く 

本 邦 油田 の 肉 , 下部 より 上 部 まで の HO BIS IRD BI We © BEC Ac WX 
な る も の で ある 。 ARABICA Lic SMES CREO OMELET 
NF) GEIR KE OFERPAEDCHSc COMPS MMO AKI & O 


1) he, AK, JR: PURER OBE CRO, Tre, BOB, 第 
POSE CHA ALE) 
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BEE At OT HEM toe eae 
HN 47 ee aE te OAR BLAIR TINO CHS. 同 表 に 於 
て 試料 の 配列 は 地層 の 下部 より 上 部 に 至る 順序 で ある 。 CL) (2) な る 試料 


第 Aw 表 
: Alcohol |Chloroform | sag: 
Ne Bee extractes extractes ees Total 

oO | % % g oO 
cr) fe ae Ae 0.074 0.31 0.06 0.02 | 0.39 
(2) mre e FH 9.058 0.29 0.04 0.02 | 0.35 
(3) es E 上 部 0.099 0.46 0.05 0.03 | 0.54 
(4) | en 上 部 9.090 0.51 Se -: joe | 058 | 
(5) = Aes 上 部 107 0.55 CN Oe 
6) HERES ; 0.07 0.01 
CO) Be fa ere 0,067 0.65 ops a eee 


(£687 ET RORMAASIC UT RF aav— + fhyR TSH flinty 
ORACHY, (3)(4) (5) dE > HB EMICHILS SIRO Fale L 
T, (8) LEO ARMED EOCHASBD, (4) よめ (5) に な る に 従 つ て 
生々 軟質 と な る も の で ある 。 MUTT ZH Mr HMAL AT So (6) 
は 色 ヶ 光 居 上 部 に 位 す る 海綿 骨 針 を 多 敷 認め る 事 が 出來 る 族 色 の 理 質 頁 岩 
で で の る s 


第 四 園 


Xxioo 
Ne) 


Nitrogen confenfs in 


0 | 2 3 4 5 OT 8 9 


Organic contents in % xio 
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これ 等 各種 の 真 岩 の 容 素 命 有 量 と 有機 物量 (有機 湾 列 に ょ つて 溶出 する 
ABD & HCN LOCH SHRMOGEH) と の 開 係 は 第 二 表 に 示す が 
如く で ある 。 この 開 係 は 第 二 表 に LOS SC 有機 物量 の 百分比 を と り め , 
縦 軸 に 宏 素 含有 量 の 百分比 や を と とめ り た る 第 四 園 に 於 て KREME L oO, 有機 
物 含 量 の 塔 加 に 従 つ て 容 素 含有 量 の 増加 を 示す も の で ある 。 (AL (6) な 
る 舞 戸 訂 下 部 の 放 色 頁岩 は 有機 物量 が 多い に 係 は ら ず 窒素 含有 量 が 少く , 
MAO 2A TH 5 試料 の 線 よ り 下 方 に 離れ て 居る 。 こ の 現象 は 東部 津 
HEU HHO (7)(8) な る 理 質 の 頁岩 に 於 て る 同様 な る 傾向 が 幸 は る ゝ も の に 
UT, アルコ ュー 押出 物 中 に 比較 的 多く の ァ ル ミニ ウム が 溶出 する 事 に 若 


S Ff 因 す る も の で ある 。 SHSHELHAA 
2 Fria Clk 0:06~0-07% me ee 東部 津 


寺 油 田 の を それ と 比較 する と き は 生々 含量 
多く , HOBMMEAE 62. REA 
岩 に 於 て は 0-090 LOBRS BEA 
L, 東部 津 転 油田 の も の と 比較 する と き 
は 生々 を 少 い る の で ある 。 叉 舞 戸 層 の 放 色 
頁岩 は その 岩 質 より 見 れ ば 東部 津 転 油田 
の 購 色 頁岩 上 部 の それ と 類似 性 を 有 し , 
その 宏 素 含有 量 と 有機 物 と の 開 係 に 於 て 
は 雨 者 は 極め て 類似 せる 和 性 欺 を 示す も の 
で ある 。 これ 等 の 結果 を 表 園 する と き は 第 五 賠 の 如き 短 態 と な め , BRA 
MEAHHARIL YD <, ROEARA CR bb <, 族 色 頁岩 に 再び 減少 する 事 
を 示す も の で ある 。 

以上 青森 油田 に 於 て は , (1) 油 母 岩 の 有機 物 中 , Baha t ARDS 
有 量 と の 闘 係 を 見 る に 窒素 の 含有 量 多 きも の BARDS AROS 34, 換 
言 す れ ば 油 母 員 岩 の 有機 物 の 弧 量 は 窒素 化合 物 の 量 と 比例 する 事 所 を 知る 
Beto (A URGORBARO TAM, その 下部 層 に 於 ける これ 等 の 開 


Nitrogen contents in % x100 


Siliceous Black shale Gray 
shale shale 
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係 と は 異な る 傾向 を 示す も の で ある 。 (2) SRIBICIU RRA ABIES 
少 の 差違 が 認め ら る ゝ が な , 秒 油 田 に 於 ける 石油 母 層 の 最 下部 な る 硬質 頁岩 , 
EPR ACLS RARER <, その 上 部 の BS Aalst Zi. 
See a ee ye 
油 母 層 を な す 腐 泥岩 の 堆積 営 叶 に 於 ける 有機 物 合 有 量 に 比例 する と の 優 定 
に 従 ふ と き は , BIE CR te OYE 
積 相 を 示す と 云 ふ 事 に な る 。 褒 東部 津軽 油田 と 西部 津 転 油田 と を 比較 する 
と き は , AMER OR abs SMA BAA BIB ICES TIS MADR 
者 に 比 し て , AihEe & し て の 堆積 相 に 於 て 劣 0, PRSFUAIB ICH Td 前 
者 が 後者 より 良き 堆積 相 を 示 し て 居る 。 (3) AilhbEO_ESB eb x (hie 
OO LU S BOM, 下部 に は 殆ど これ を 認め 得 ざ る 事 は , 石 
WHO DERE, 24440) lithification Rl degelification & #pErse SPIRO H- 
る 事 が 推定 せら れる 。 (4) wRMO MBE L PERIC _LBBIB AC te DILGFET Fv 2 
PISTBING B72 2 SO LPB ONES BA REICH OME SCE &. 
闘 係 あ る ぁ る も の と 推定 する 事 が 出來 る 。 
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RREMBAO LBKT IX RET 
SEA: ill 津 RG 
a: ot BF 義 志 
TARTS IC GEAE, TRC ALE ARE ees 2 a 
eo PRES REVERE eh CHEM L, CUE RRB OD (LEAS HERIAGE A 
ERI-CHILRAS NSBR ORD GS, 安山岩 中 の MAREE FREE 


1) 地球 BUR, HABE, 1930. 
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中 に 形成 され た も の が な , ILRRIUA AIC FHS tT, BAEK IU HP に も 
見 られ る も の で あら う と の 結論 で ある 。 : 

TRE EPA AR A OMA Biv Clk» 既に 議 訟 が ある や うぅ う で ある が , HAS 
士 の 取ら れ た 研究 方 法 は , BO AIC Mit 一 つの 重要 な る 研究 方 
法 で ある と 思ふ 。 唯 欲 を 言 ふ と , 分 析 に 付 せ られ た BRAY EUBAOD 
AT AKRE ROAD PRR IWR ORE, 及び これ 等 橋 格 石 の 属 折 牽 及び 比重 等 
の 測定 値 が 尋 へ られ 居る な ら ば , MRO am IC— SHERRI OK LOT 
あら ふと 思 ぶ 。 

ASE & Ze AETE BGA I< SUK FE TER PROT ROKD ABI UTH 
TIA HWA OR eR DOR. MABEADEEE 2O ELKINAA PILE 
FLSA CLR, UW ¢ HIB t kL EMMOMABA IC ARS SSS 
も の で , HOM RR CREO £RORMMAPHEAS S b hit TH 
BCLAAD HEALERS AEGWMOK HEM MHOME DAG ILSLG Sy # 
は , CRM NGO RA 2FEBt LCABRANCHSo MAA HE 
Make Kila ict t し て 存在 する こと は , ERE ORS 
る 所 で ある か ら , これ も 赤 こ の 問題 の 参 究 上 に 人 針 す べから ざる 材料 で ある 。 

本 地域 の みな ら ず 其 西 方 議 く 瀬戸 内 海 の 南 に 沿 ふ て , 二 上 火山 岩 と 天 
似 の 火山 岩 譜 所 に FEL, IPM BO BE Ahi RATES Sid, 
筆者 の 一 人 が 明治 四 十 一 年 の 交 衝 地 に 就 い で 筑 見 し た 所 で ある 。 叉 これ 等 
PRICES SKS bE SCENTS. CHESS EKA 
OPEB OBES & MAIC NS Pid, 更に 研究 を 要する 所 な る も , 
瀬戸 内 海 の 南 貫 に 分 布 す る 古 銅 交 石 安山岩 中 に , 度々 石英 を 含み 稀 れ に は 
正 長 石 と 共に 混在 する を 見 る は , これ 等 BHD AOE Ra Ir Ze TEL 大 
KRSM LCI L, 稀 に は 長石 も 残存 する こ ょ を 示す も の 
ChSo CHO HE A BA Eh ee TH Ly 基 一 部 の We 
be RRR Wore C ZEW EE UGS © b eM AICHBSEDCHS. 

余 等 は 今 ニ 上 山頂 樹 石 の 成因 論 を な さん と する も の で は な いか ら , この 
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PIRAIC BS UCI CU EAE ODS これ 等 の MBesZIsT 6b KY 
RAT LAREWOMMA OMA を 充分 明か に し て 置く 事 で ある 。 HOR 
ー に 知り たい の は 化 如 成 分 で ある 。 こ れ に 敵 し 古く 地質 調査 所 で 行 つ た も 
の が ある が これ は 細 論 に は 適し な い 。 HRSBBBALOMOK LOOM 
が ある こと は 周知 の 事 で ある 。 余 等 は 最近 石川 マゲ ケ ャ タイ ト 中 に 産 す る 格 
FB ICHEN TILES ETOTR KI HEBD KA O 1b Bay 
t AB ICROTE 0, 其他 の 物理 性 質 & BROT IR SOC edb 自分 
ECE LET RTTOTSLT, KEINE ORE MED 72 LIROT 本 
SMR IT ORRECHA So HHRICBERICL ORC, SHED 分 析 の 
ELD MO ICE CH DDB VMRICHIS ZL DWBA o 

PAA O TAS ICHE TA AB B= HK OME REEL, Bic 測定 
ゃ や 了 せ る も の 三 十 種 に 達せ ん と UTES. HPILRREOMBA 6550 
HEOUWE 2 WABHICK OWES HUES. RAFTER WRIA De 

と 比較 せん た め に 筆者 の 一 人 は 高根 博士 と 研究 中 で ある 。 こ れ 等 の 諸 性 
PRA TRULIA GOMALRRMD & KOLB. SRAMIERO 
WF ATL 7S DE SHAR ba LR t B 
to. Bi. g- B 

DRAMA AOMTICHEL A ELBE ES DBE EER CHE bi 
KbtOCK Me RPMI RELA SRS EDCHSo BRICIEAES 
RG RE emer ee 
ー 色 で は ある が 濃淡 に 分 か た れる 。 こ れ 等 の 中 濃 色 の も OB F CHEM L 
で 分 往き 付 し だ 6 Oh oe: し た 結果 で は 四 度 で 4.104 CH 
Do 分 析 の 結果 は 第 夫 表 に 見 る 和 欄 で , 同 表 に は FEBAA-ODMOME 8 
BIO DMR Lio i Wey pyrope, grossularite, 
spessartite, almandite の 四 分 子 を HWS nik BRRORCH S. BRE 
WLS EKRDMRA OIL Set Alm 分 子 は 70 の 多き に 達し , Py 及び 
Gr 分 子 は 各々 15 錠 を 越 へ な い , 特に Sp 分 子 は 5 に 漬 た な い の で ある 。 
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第 = 表 
1 ie 3 
Si02 36.59 37.29 36 26 
TiO 2 O32 Be ree ee yeeseoee 
AlgO3 22.15 2182s TD 
Fe 2 O 3 1.26 \ \ 
oe ty } 3244 | 32.83 
MgO 3.21 Siok 3,55 
CaO 5,09 4.62 4,32 
MnO 1.78 147 1,87 
H2O+ Ole Wn vesoccee I Sa once 
He OS OLS Fes tees 
Total 100,76 100.35 100.10 
分 析 者 yy 野 nm Ge 
1 A ee BLP TERE OPA AP ULALER 4 © MI 
河野 分 析 。 
2—-~LAKWAWS PORBA HeBATHTS 
3 —~ RARER AP OMRA THETA 


第 cy Ea 

R +B Ai Jil 

i 2 3 4 
Py 11,08 10,94 12157 3.41 
Gr 13.92 12,25 12.13 2.16 
Sp 4.19 3,49 "4,62 33.88 
Alm 70.81 73.31 70.74 60.55 
1 同 前 2 同 前 3 同 前 4 S724 bP POmMRA 
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DAMIR OILERS 2 BINNS 2 + 2 4b epODAR IA & SOBEL TIL 
と 著しい 差 が ある 。 後者 の Alm, Py, Gr は 前 者 に 比 し 各々 10% も 少 い が 
Sp は 30% も 多い の で ある , METHRE<7 > 24 b PORMAMIEMA 
POMRA & OMMMRADE 2 302% も 多量 に 含む の で ある 。 


RAIA OK 2 SEIN SDI BREO BRA DICK OMFS 


SEIS DL c 
: 3 Atomic rotio 
Atomic ratio as O=1200 
Sie oe eee 616 - 291 
293 
Gf pa obparren ce a 2 | 
300 
ra 
Al DOL a ei en 207} 
200 
EU cae eRe 76 
RR co teen dane sacs a ceansn 199 
Wo 80 3 
gi 299.6 
1 (ee 25 1 
Ca apes eae ae OD eos cae casein 43 


の 如く な つて , ALD 7 IRF-%e SiIRFON 4 Hi dd LES BO LTH BE 
DO AURFILT E200 と な り , Si 原子 は 300 と な る 。 残り の 金属 原子 も 
合計 丁度 300 と なめ, ROMS CBA DIET B, 即ち 

(Fe’’s Fe";9g Mgss Ming Caas)s00 Alzon (SIOy Js10 
big, RO: R20s: RO, は 丁度 3 : 1: 8 と な る 。 


{EB RK 分 よ リ 算 出せ る 屈折 率 と 比重 
Ford (RAAB MO BE E OPA OCIS) HER LID, 今 基 逆 に 
{eBoy k OMRON Be HIN THE 50 
屈折 率 Ford OWE MARY IDS BRMRICALK S 分 子 比 に よ 
OUTER 2 SENS 6b, 第 参 表 に 見 る 様 で ある 。 同じ 方 法 で SEAAD 
化 旭 成 分 を 用 る て 算出 し た 結果 る 同 表 に 示 し た 。 


#8 80 R wie RH ask 本 71035) 
= 表 
| gee Shee 
1 2 3 4 
ia et) 1.809 | sees: | 1818 
7 & wh | «1.602 1,804 | 1.801 1,814 
比 ®@ W| 4.104 | ..... S97 
重 党員 4.079 4.133 4.120 4,231 


1 同 前 2 同 前 3 同 前 4 同 前 
今 資 測 値 と 計算 値 と を 比較 する と , 前 者 は 後者 よめ 0.007 LU Blo 
比重 Ford の 奥 へ た 基本 比重 に 許し Fleischer が 訂正 し た 値 を 使用 し 
比重 を 入 出 する と 4.079 で , ABS SW LMA 4104 CHS. LD 
場合 も 定 測 値 の 方 が 稿 々 高い 。 


本 研究 の 結果 か ら 参 へ て 余 等 が 更に 研究 を 進め みたい & Rawle, a 
中 の Sp FICS SROMEC AS. W. I Wright? (1938) の 記載 に 
従 へ ば , 18 HOFER AP ORRAO Sp 分 子 は , Bees 78-42% よめ 最低 0% 
BMES SD, 基 下 均 は 86-12%, 5% 以下 の 者 は 僅か に 二 種 に 過ぎ な い 。 
今 こ の 事 の みか ら 和 制 ず れ ば , RAHA Sp 分 子 は 5% (HL EOOT, 
AE PORE & LUCIE THRU SGC BI SZ. SHEHRIC COB. 
は 猫 一 層 研 究 を 要する こと ・ す 思ふ 。 


本 研究 に 要 LE BRA O—MIL AARNE OFAC ko, WiC ASCH UE 
謝 の 意 を 表す る 。 


1) W. I. Wright, Am, Min., Vol, 23, p. 486, 1938. 
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雑 報 


SRRABSRBROMR AKA RARA SO BAM SO 
に 近く , NBG —B RRA GR 224.0 m) の 東北 側 に 在り , 現に HLS S 
LORS IB L, 事務 所 を 宿 の 中 央 部 に 設 く 。 主要 通路 は 東北 本 線 田 尻 紅 より 中 津 
Wee CRIES SHRBICK 0, 上 長根 附近 より 南 に 岐 れ , IC 達する も の に し 
て , この 間 約 15 km, に し て 事務 所 に 達 す べ く , その や や 手前 の 貯水 池 の 星 より 南 に -・ 
Wet, 新設 道路 約 300m に し て 大 切 塊 日 に 達し , 更に 約 400m OME 7 AE OMIT 
LO, PRESCOTT. MEHR EL CHS RRR ERB L ORO, 山 
地 の 南 側 に て は 南 に , 北側 に 於 て は ALIN RAB すれ ども , HAL Ob, RM Ree 
の 隆起 部 に か け て は , SAR EL, その 北側 の 山 苑 部 に て は 集 塊 岩 , 集 塊 
BRA, BARA, 泥 板 岩 等 , 前 訪 の 安山岩 を 被 ひ て 北西 に 綴 導 し , 泥 板 岩 に は IME 
を 含み , MILER EKA, その 順序 や や ゃ 仙 剖 附近 の SHR AURA, MIE 
岩 , BED EA et, BR) | BEAN ERE IIE IST 

PARLE & L CHI OM MRA He Bi < SeSVGMRIC LC, EARL ERD 
Ck 400m, N20°K の 走向 を 以 CHIL 70° AYRES ILE 4, 南端 部 に 於 て は 
少く と も 15 KOK MRS ARIUS S, それ ら は 多く は 却 つ て 西側 に 傾 欠 し て , 
下方 に 於 て 主 孤 に 合 す る も OOMNL, CHOEOMIEORAWIACIL, 脈 幅 福々 4m 
に 達 す れ どる ゃ も, 中 央 大 部 分 に て は その 幅 1.5~2m, 上 下 少 く と も 90m ICT (A 
し これ ら の 硫 脈 は , BEQZIL < MB ot CHA RIEL, ZOMMORHES HER 
FEE 6 ACR AKE BT SOAR OS, 一 部 は 粘土 化し て 百 色 乃至 青色 を 時 し , 
BRARO BBA PICA CHES S 部 分 あり , RWS < PARORMAB, ZICHOC 
上 下 志 毅 の 移動 を 見 た る 結果 な る べし 。 

現在 既に 和 柳 光 , OE, AA, SEO MST LMI PG MOREL o BA c HEMRICe 
L®, BeMRIS & OFC BIC PS CHE L, HO t OAL LUBEL OD, KODE BME eg 
BB ORMICIRREF CT, SORE OBA (t SEO ICHERR LOO b, 近く 西 
南 約 10km OW OPER 0, SRLS 2km の 沼部 村 字 百 * (D6d6) に 
製 錬 所 を 設 く る と 共に 、 鐵 索 を 以 て それ ら を 連絡 し , AVAL FEG & REET 2 ED, 
—Emkic BS SAFER LACE CAtisu) 村 の 入 鉢 (Yahati) PELUREHE ACE を 
} RT -NL EV SCUBA 13 年 12 月 11 A aBAL) CREED 
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5695. Montana Ji] Highwood Wo 
MEAKARUBABA Larsen, E. S., 
Buie, B. F 

Highwood |] O}n RIC Ht A Als 25M 
YEO WE に 分 布 し , 中 心 部 は 1000 IR 
の 厚 さ の 火山 岩 及 び 多く OF, PAA 
岩 ょ より 成 り , KO PO A SER et 
UR RR BRB IS EO CREAT So 
WA oO ASE AWE ULRICH S BOS 
PUIG し て , BEMILHET, HOA, AR, 
Tri Fi LS AA BR UE © FN HI 
し て , Ris PE tA CBRE VU KSB, 
F=FYRBASRILAL, Seti 2s 
石 の 大 部 分 に HR 3, 或 も の に は 少し 
CHEF, Bh の 新鮮 な る 燈 岩 , Pog 
脈 は ゲラ ぇ 覧 加里 方 沸 石 の 多く の 班 品 を 
AL, ARACOBRUABE RT St 僅 


ALi: 6 HOSHL ARN SURAK SL 
2UORADICHEST. CORBA 
ゃ 新鮮 な る BAI TL BW eS o, 
大 概 の 岩石 中 に て は BBR IC YEO 分 解 
L224 3 WAIST 方 沸 石 は 主 と し て 
班 品 と し て 痢 する も, Mitek 
So 本 地域 の 方 沸 石 は 調 ら ちく 高 湿 に て 作 
Bar, ZLB W te BF EMD DAE 
Wie S FL AF LU Wate, LB 
AMAHO ( ERT RUEH SEMA 
物質 の 混合 物 ょ り 成 り , TAH OBE 4 OF 
BME SIC Ck, BSE iB 
右 が 非 品質 物質 に 代り , Jap PBAIK cL 方 解 
右 そ の 他 の 鐘 成 物 存 す 。 こ の 非 品質 物質 
は 水 と SALE UM, nie 
な り 。 借 折 材 石 結 品 を 億 自 税 石 た に 富む 
JUTE RI 
不溶 物 は 少く と % 98 久 は 長石 た に し て , E 
る 不純 物 は 不溶 性 の 非 品 質物 質 な り 。 
(Amer. Min, 23, 837~849, 1938) 
CALA 
15696, MERE SCMRAOILBHL 


品 を 鉄 き , 1.493 の MBE AS. WAH | HBA Engels, Agnes, 
沸 石 は 方 沸 石 岩 中 の NasO 及 2O の 多 | INBRARRHET OKA Mic Ri te 
HEB G fie ic 
tt Bh mob oy 
| Ab An Mi An 
| 
Albit, Rischuna. 96.94%] 1.23%| 1.83% 4% 
} 
Albitoligoklas, Ontario. 86.32 7.42 6.26 9 
Oligoklas, Ontario. 79.63 14.10 6.27 16 
| Andesin, PGi EIET. | 587.7 | 35.34 | 5.89 38 
| Labrador, Madagascar. 41.66 53,85 4.49 55 
| Labradorbytownit, 929.30 68.78 1.92 79 
Minnesota, oe : BS 
| Anorthit, Vesuv. 4.3 93.95 1.74 97 
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る 影響 を 及ぼ す か を 知る た め に , 加里 長 
A (Mj) を 敷 含 有する 上 旋 7 種 の 終 長 
Ei D IRB DH IC OCA, Rein- 
hard の 園 美 に より て HME V Rw 
た る An~icBlEx Vo 

MEK R IK VGoHeES An は 
Mico An~wkLyusx sZt Mice 
trsoOoarbst, ZRKE し きも の に 
於 て る 然 る を 以 て , leo An 2 は 必 し ゃ も 
(An 寺 Mi)2 を 示す も の に 非 ず 。 基 礁 と 
な る 曲線 が 既に 3 寺 12 FEO Mi ee 
Air BREA EHH LE UTHER S30 
SDM Vo Hime LT, 現在 の 如く , 
Arte SSH Mls ROK G HD TEME 
な 位置 決定 法 の 鉄 け た る YRABIC Cd, 如 
ThA DIS UWE © BREA CH DICE IC 
影響 を 握る の み に て , Ze IEMEK MS 
事 は 不可 能 な り 。CInaugral Dissert., Bonn 
Univ, 1~44, 1937)C 入 木 健 う 
5697, ARORA RNARAUSRE 
DILBRD Ol TRH) HOY, 角 
AB IRO MSE 富田 達 。 

FER= NANA E UT 知ら れ た る ae- 
nigmatite (Ccossyrite を 含む ) 及 rhonite 
は 最近 角 隊 石 族 よ り 除 外 を せら る くに 至れ 
BAR, 此 等 磯 物 が アル カリ 岩 研究 上 重要 
な る 位置 を 占 む る 急 め , 二 [ORM] & 
へ た り リ 。 aenigmatite に つき て 各種 の 開 係 
lal & {— 7. SI, cossyrite は aenigmatite 
ti—ti Mtr SA 明か な る を 以 て , 著 
者 は 前 者 を 亡 棄 し , 古く より 用 ひら れ た 
る aenigmatite を 探 用 せり 。 MALS RA 
DAEY Brit, AMI titan-arfved- 
sonite 2 Glin, Na: Fe: TiOg oR 


ょ り 見 れ ば barkevikite type & Bix 3 

次 に rhonite 7X HW IMP Dikte 
る こと,R20s が 可 成 り た に 多量 ある こと , 
SiO2 KEL< AMAR sor Ru 
TiO, に 富む こと と, 等 多く の 特性 を 有 す 。 
HORI REB 石 の 研究 に よれ ば , 
kaerustite の opacite margin の 最 外 部 に 
は aenigmatite, 中 央 部 に は aenigmatite- 
thénite あり , kaerustite た 近づく に つれ 
て rh6nite と な る を 以 て , WORE V 
rhonite-aenigmatite 系 示 認 め ら ちら れ , Wo 
¢ thénite が 早期 種 な らむ と 考 へ ちら れる 。 
ZT DYECE ILM OD 7 oe mY FRITH 
る と 同一 な り 。 Cue, 45, 777~781, 
1988) CAARED 

5698. AR, 尾 玉 及び 土呂 久 産 ダン プリ 
石 原田 準 下 。 

大 吹 産 ダン プ リ 右 は 古生代 石灰 岩 の 接 
AIL A Dey Hips し て 産 し , 不透明 
Rik, Hz Imm 以下 に し て , ae 
Rete DF, Nap cys 3 BPRS 

a 1.6802 8 1.63831 y 1.6360 
2V は 4800p WF OREBOMWIC WL TC st 
IE, <AUYEORROKKBL Tid AL 
な る 。 比重 は 3.001+0.003, 

性 下 産 ダン プリ 右 は 従来 無色 の も の ト \ 
み 知 られ た る が , BM 色 を 時 する も の 
新 に 産出 そり 。3~4 cmO REIL EBL, 
黄色 秀明 に し て , 端面 に は 著 し & PRE 
認め らち る る る , 杜 面 に は 存 せ ず , Mini 
(010), (100), 10), (210) 等 な り 。 

ABAD DIRE, 無色 叉 は GRE 
PICK YU CABL, 桂 面 に は 明暗 な る fh 
RA BAEHET 9 Nap ICS } MP AIt 


抄 


BK HP 1739 


1.6305, B 1.6334 y 1.6364 
2V 88°22’ (-) 
に し て , COREE VU SAS Cm 
SiO, : BygOg: Ca0=2:1:1 
と な り , B20s3 CaO 2Si0g な る 理論 式 
<—FeF_ (Journ. Fac. Sci. Hokkaido 
Univ. IV, 4,16, 7~10, 153~164, 
1938) CAAHED 
5999, RMR ANA 
7 FARM PG ICSU, 箱根 火山 の da- 
cite pumice PICS AO 良品 を 産 す 。 
結 品 は c 軸 に 平行 な る 桂 駄 に し て , 3mm 
DF, BEF IC GAY & L CREEK, DER D 
り , BiCM Apa OFA BATIK BES 
Av, pag“ lamellar structure”? IC FMT > 
HEVEILR OD HM Lo 
a=Y, b=X 
%=1.691; B=1.701; y=1.708, 
2V=60°-) 
分 析 の 結果 大成 分 は CaSi O 32.6, MgSiOg 
60.3, (Fe,Mn)SiOg 37.1 CWt.%) と な 
0, M7 HOLO KAT. HOD 
Al,Os, FegO3, RU MnO の 多き は 
注目 に 値 す 。 著 者 は 更に Bowen, Win- 
chell 等 の 賠 球 と 比較 UC HELE L EB 
ME & % 2828 Y 5 (Proc. Imp. Acad. Tokyo 
14, 218~220, 1938)C AED 
5700, SBRRERESPOPIIT1 
fk Hanna, M. A., Wolf, A. G. 


c= 


テキ サス , イジ ヤナ 二 州 に 属す る 4 
{(§O aA rice ct, t oR T 
ラ デ ナ イト を 産 せ り 。 そ の 大 部 分 は 個々 
A OF th & ML, 一 個 記 に CUB 
= 30cm DAS*% Kw VY (Bull. Am. Assoc. 


¢ 


Petr. Geol, 22, 217 ~221, 1938 XC 渡邊 高 う 
5701, マダ ガス カル 島 産 ジル コン の 互 品 
Lacroix, A, 

同島 Mt. Ampanobe に 於 て は , Ex 
= BAPICSES S22 2aY ORE BL, 
f= 12cm, Kx 7~8cm 比重 4.596, 主 
i UCH (110) 2 $e Gl) と を 以 
CHES, MRM EE Uc WIA, FRRE 
ASH A WE TEMAS kU RY, 
之 に 伴 な ひ 主 と し て 微 斜 長石 と 中 性 長石 
と ょ り 成 り , 石英 に 逐 し き WRRAOS 
相 を 有 し, ジル ュ ン は cO#MApP CH 
BERK EK L CET, WiKDihoOBhA 
FAA A, REET, BRT, BER te 等 を 
含む 部 分 あり , また 往々 石英 に 富み 30~ 
60m 厚 さ の ペグ マタ イト に 紀 ぬ か れ , そ 
れれ に も ジル コン の 情 品 を 産 す 。 (Compt. 
Rend. 205, 1333, 1937) (je #483) 
5702. 南西 アフ リカ Orange 
SMA Knetseh, G. 

1908 “AL OPE KO BWAUKO BBS 
ik ~ oR, TRO EB eS DEKAO 
ARLIC BAS S Avy YIM OPO t 
WEP OBE L EHigt 6%, その TH 
PRU IC BRET HL EW DICT SAK 
少な てく と る ゃ も 其 の 春 中 に は , Kimberlite に 
AAO We BILL HM Le Re VO 


FADO 


(Geol, Runds, 28, 188~207, 1937) 
CHEE) 
5703, KCl f&08RM Dans, J., 
Kiihn, R. 


KCl の 結 品 忠 に NaCl の 微 品 を 含み て 
白濁 を 時 する も の ある こと は 古く 《 より 知 
られ た る が , 著者 は Vienenburg 産 KCI 


# 1840) 


aT DR RK 凡 


線 90 


DUAR Oo BEBAH HE, 0.8596 NaCl を 
BU & © ERAGE Icke L, KCl 1 cms 
HP, 2 30p. 
Fey) 2250 を 含み , OFF Mie 
共通 た に する を 知れ り 。 但し それ ら が 固 溶 
骨 の 分 裂 に ょ れる や , 同時 上 品 出 に よれ る 
や は 確か な ら ず , 3% 250°C に 71 時 間 
Me SC, 白 濁 は 一 層 強 く な り , NaCl の 
周 園 に は その KC] KES WARIC ko 
ae 生ずる を 見 た り 。 (Zs. Kali, 32, 
152~155, 1938)[ 渡 邊 高 〕 

5704, 規則 正しく 赤 人 鐵 硫 と 共生 し た る 加 
ee KCl の 結 品 Leonhardt, J., Tie- 
meyer, R. 

BARROMALREL, 2- FI 
by 297), Nal, CaSO, Sor 5k 
生ずる も の に し て , PoP e KCL と の 
SEAL FE AL 

1 Fe,gO3 (0001) & KCl » (100) 
ving 
ll KC. » (ll) LRG 
同 KCl の (110) 255% 

の 3 種 あ anager * は 正六 角 
形 , 2 FILS IK 下行 に 延長 , 3 の 
場合 i に 直角 に 延長 す 。 <Naturwiss. 
26, 410~411, 1938) (yee By) 

5705, Washington Ji] Metalline 地 
方 に 於 ける 白雲 岩 及び ジャ ヤス ペロ イド 
Rark GF: 

Washington 州 の 北東 端 部 な る Metal- 
line thy DHES\-SBs RR it 多く ORF 
JRREIC Xk UBRBLS 1 LIWRIC HEY S TREK 
は 中 部 ヵ ゎ ちゃ プリ アン 時 代 の 石灰 岩 の 最 上 
ICMR bt, PRA IE—ARIC jasperoid 


2~3 Lb の NaCl Oy 


bo 


co 


ich) CHMALAOBK kV ae 
ら る 。 白雲 岩 の 外部 は 粗 粒 方 解 石 に し て 
その 一 部 は 浴 液 通路 を 形成 す 。 CEcon. 
Geol., 33, 709 ~729, 1938) (479) 
5706, BiwO tt E MEIC AV S Aitatt 
iH Winchell, H. 

0.03~0.04cc の 微量 に て , 比重 4.0~7.5 
ORO WR, 0.0001 g の 正確 度 を 
有する 天 衝 を 以 て , 1% © WERE 
WE UGS TRB FRO shhh BR & BB 
せり 。 (Am. Min., 23, 805~810, 1938) 
CA 
5707, HORAK Milligan, W., 
Weiser, H. 

WA PICAZE S SIKBPORM ARI 
LUGAR KEKTRU RARO 
SRS 0, PREM OMA & 200 x 
ッシュ = の 粉末 と UCB A ARAB IK 
放置 そる も ゃ の に 就き , 種々 の 温度 に て 乾 
燥 し て 減量 を 測定 し, X MOB RR NCE aR 
REX Vo JEHFEE (a) scolecite 2 natrolite 
は 一 定 の 水 条 物 , Cb) mesolite は scolecite 
と natrolite と の [AJyAe, (ce) stilbite, 
heulandite, thomsonite, analcite 並び に 
は 水分 バ 原 子 配 列 の REF © FE 
中 に 吸着 せる も ゃ の, (d) stilbite 2 heu- 
landite は 二 っ つっ 以上 の HF AAR & 有 を る 
CEAH2V, 従っ つて 沸 五 の 種類 に ょ り 
て 水分 の 結合 状態 は 異 る も の に し て , 所 
aH MAK ” な る 表現 は 適 管 な ら ず 。 


chabazite 


(Jour. Phys. Chem., 41, 1029, 1937) 
CA) 

5708, 造 岩 硫 物 の 加水 分 解 Bramall, A., 
Leetch,. J. 


__ 


綿 91 Pb 


BR 1941) 


FRIES S TRL BORPEKIC Ut, 一 
部 は 加水 分 解 の 駄 態 に て 水浴 性 を 示し , 
RORY) & HERE EASES 3 TDR A RF © 
3 RY ORB & 微 尊 に ずれ ば , 基 性 雲 
, Ti, Ami, FEV TT, HET, BE, 
BK, NAT, BRA, MT, RICA, 
PH, 方 解 石 , HA, ABA, 滑石 等 は 
分 解 さ れ 易 きゃ の に し て 折 雲 母 は 乏 に 区 
き ぎ , 微細 な る 各種 粉塵 の YATE & Wi An AE 
ia & BAR LC PEED AAR OE Fi] BIC 
Rea & Bl~i WY, (Bull. Inst, Min. Met., 
391, 1937)C 往 内 
5709, Ni 結晶 の 超 頸 徴 鏡 的 双 品 Men- 
zer, G. 
Bruck が が NaCl 結 品 上 に 生 ぜ る Ni 及 
び Ag OFF EET BUT IC kU CHE 
し て 得 た 異常 現象 を 指摘 そり 。 KAI Sig 
Og 及び SCOBYSEMMI 2BwH Kit 
HAAR StLOeRREtVS HE 
に Holl は Ni CRC AB DUO 
線 を 認め , 電解 の Ni RU Hye Ni Wet 
に て は ABMS TED iE BARS & HM 
れ り 。 著者 は CAML) 面 に て HAH © 
双 上 品 を な し て 予行 する 時 の 結果 を 論じ て 
(001) Mare b+ (002), (004), C008) 
線 に 消失 すべ き を 論議 せり 。 新 反射 は 
C4415), (2322) etc。 に 於 て 生じ て 全 
《 く 新しき 格子 型 を 呈す る と こと を 逃さ べ , こ 
PAAR ICE TENELHS TLE 
指摘 そり 。CNaturwiss. 26, 385~387, 19 
38) 高根 う 
5710, Ni 及 Ag MBORE Menczer. 
G. 

Brick は NaCl 結 品 の 表面 へ Ag 及び 


Ni を 昇華 を し め て WYRE ALY, & 
OPS O Hee BEF QUOT & MO CRAZE 
せり 。 著者 は その BAL MATE, OS 
の 格子 の 合致 を VHF る 法則 を 見 出 そ 
り 。 即 ち 金 属 の 層 は NaCl x, Ric 
(rites S VAL AAS SF &HERT S 
ICFEF LC IO ORF OES AMSEICR 
TILE Al ORE FAY & BIKE VY ZHEOR 
子 の 生成 され る 仕方 を 研究 せり 。 著 者 は 
Cu 則 結 品 上 に 電解 た に より て 生 ぜ し め た 
る Ni MCOe Ci SHAM OME 
な せ Uo (CZ. Krist, 99, 410~443, 1938) 
Cra 4 
5711, BicOs ORES Sillén, L. G. 
Bi203 の 各種 の 結 品 型 を XBMC KV 
て 研究 せり 。 a-BigOs は 常温 に 於 て 存 
在 し , MOM RK LEB~ SHE Vo a0 
=5.83, by =8.14, co =7.48, B=67°07 te 
SHBARIC LC 4Biz03& Be ZAR 
it C2 Rit CZ te Vo BBi20s は 高温 
CREM UTIEG MRK IBS 3 HI 
mre 0, 高温 に で は 恐らく WHA SD 
の の 如 し 。As20s 及び Sb,Og の 立方 
卓 た に 相 営 し , ao 王 5,525 に し て 4 分 子 を 
含め り 。 低 湿 に 於 て 立方 構造 を 保存 字 
る と と は 恐らく SiO2g の 不純 物 と し て 含 
有する と と に 起因 する も の の 如 し 。 Biz 
Og を 微量 の Al2Os skit FesOs 23t 
に 燈 融 する 時 は ay =10.08 SHLD 
EF & BA 12Big03 を 含み , Ts 空 
MRK Bt SLoOoML, Cosmo 
¢ wit 12 BiyOs+MegOs (Me は Al 
叉 は Fe) な る 成分 を 有する な らん 。 
(Arkiy, Kem, Min, 12A.18, 1938)C 高 根 う 


抄 20642) 
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綿 92 


5712, D20 RU H2O の 比重 及び 酸 
泰 同 位 貼 の 電解 に よる 分 離 Tronstad, 
i Bran, J. 

空手 中 に 於 ける と 同様 な る 上 比 に て 混合 
せる 酸素 同位 中 と の 化合 物 100% D20 
& 100%H20 と を 100%Dy & 100% 
Heo と ょ より 製作 せり 。 之 等 の 1002% Dz 
及び He は 99,52% D20 と 自然 水 の 多 
量 を 酸化 銅 に よる 電解 に て 得 た り 。209C 
に 於 ける 之 等 の 比重 を 慣 重 に 測定 し て 普 
通 水 の 20°C に 於 ける も ゃ の と ょ 比較 する 時 
D20 は 
HO は p30=0.999980 十 0.00001 な り 。 
之 等 の 上 比重 ょ り 自 然 水 中 に 於 ける D20 
は 分 了 手 比 に て 1:9960+3800; Hea icc 
1: 58604270 な り 。 精密 測定 の 基本 物 
質 と し て 空手 中 に 於 ける と 同じ O8: O16 
で Dy を 全く 含ま ざる 100%HL0 oft 
RAEN OIE EAT Vo WRAL © 
Biya Mast a = 1.086 な り 9。 Norsk 
Hydro-Electrsk Kyaelstof » tii dik © 
O18 の 量 は 0.82% D,O'87, y (Faraday 
Soc., Trans, 34, 766~773, 1938)【 高 根 〕 
5713. MBRAOABICNET 
gutt, St. J. 

PEFOKVENKE VAN BRA SAGES SE 
RAS の 研究 者 に より て な され た る る 
その 結晶 の 形態 が 不 完 全 な りき 。 著者 は 
最上 の 結 品 を 得る AWvic-cc Carlsbad 産 
の 高 和 領土 の 2A % inf A 13.4 Hs 
fH Fe L de SISWKOH 水深 液 155 HK 
と 共に 25~209°C 1c T2HEAINAS Vo 
SA TRL O BS Hi NESS FEES SR 
ROM ERS EU CHR EMM 


Thu- 


p%=1.10726+0.00001 に し て 


せり 。 生成 物 は 球 秩 の 小 塊 或 は 直 綴 19u 
(LO KAHURE EL, & OMY 1.544 

と 1.554 OFC LC, Lt OMA RIC 
つい て 見 る も , IC KRMBSAK AEH 
す 。 そ の 分 析 結 果 は Si02=36.85, Ale 
O24=30.98, FegO3=0.70,, TiO 2 =0:07, 
K,0=28.88, H20=1.65, R=1.07, # 
=100.20, R は HCl 1c KYO RIK 
UT BE TAN Te S SAAR SEAL FE ENS is 
48--Ovp}rte 0 ¥> TiO2n と FeeOsg は 
丁度 Al203 OKA EHO CMBRA 
の 成分 な る を 示せ りり 。 SiO2 と KyO の 
上 比 は 理論 値 に 一 致し FesOs OHARA A 
純 物 と し て 含む 。 即ち K2AlgSigOs に 
cH ok iH, CArch. Min; 13, 109~ 
113; 1937) CBR) 

5714. SOT RMEKRSROAMA War- 
ren B, E. 

PAGE FY = SX BUIAGE & AOC HE 
ih D HLBE & WES SPE OME & MF HELO 
濃度 及び 生 値 幅 と の 開 係 式 を , ラウ ェ の 
Feet SM HOBRO REICH AGL 
ず , 必 來 の 最初 に 単色 光 な る RELAO 
て , その 途中 の 式 を HEL HB UG 


In2=(x/A2) L2¢B/2)2cos20 


es 0.94). 
Leos) — 


i Inz , 
B=2,)/ 7 Leool 
な る 結論 を 得 た り 。 こ と の 式 と Bragg 及び 
Scherrer 式 と の 比較 を 論議 も り 。 (CZ. 
Krist., 99, 448~452, 1938)C 高 補 〕 


BABRAKUB 
5715, SiO0--H20 Ro“ Sem” IF 


if 93 > 


&& 抄 21043) 


と 火山 作用 Goranson, Roy W. 

EEPR- OKA IC PS Ck & HEPRYATED 2 相 
に 及ぼ ほす PKB RBS, 即ち 岩 此 の 
IROOM A, 水 を ば 透過 する に 反し , 
理 酸 深 液 を ば 透 さ ざる 生 遂 性 の 性 質 を 有 有 
する 時 は , COZMHICH( MAA 
異な り , Wie “PBEM” 現象 が 見 らち る 。 
JEOBA Re BE i- rk Kic HS ce AY 
に 求め & SHG, “BEE”? 4000 bars, 
1000°C の 時 , SKEABHISWKLT, 
PROUD LIE CIKTERMT. COMPS 
火山 作用 の 二 ・ 三 に 開 溢 Lam co BE 2 
り 。 例 へ ば Shepherd に ょ れ ば 水 を sol- 
ution と し て 多量 て 敷 用 うた に 有する 岩石 臨 
WAL head -C MHC LT, LE 加熱 すれ ば , 
200~300° cH CHK OAKMBDAHRAS S 
に 反し , 1LVW Fo SKE © HEH 850°C 
Bie CHRD CHE BMS. ZtrBokis 
BFE ICH CSSA TE PIC solution と し 
て 存する に 有 反し, MICH Cis 分 離し た 
62H LE LCHS £ OFF AM~ 5S, 
(Trans. Am. Geophys. Union 18, 246~ 
247, 1937; Am. Min, 22, 485~490, 
1937) CAA 
5716, dbeh9 S LORE Sirin, N. A. 

北部 ウラ ル Yalping-Ner pljshicHed 
BE DABS 3 SEM RUS IC FES TIC 
就 て 述べ た り 。 ASMP, 基 性 Me 
Ai SENDER U Nie IR GE ESE 成分 と す 

SLOK LCE OMUTDM MILE © —#8 te 
ae, AiNAioikic k Yc melanocratic 
(SiO., 41.07%), mesocratic (SiO, 42.52 
%) Be leucocratic (SiO, 44.21%) の 各 
種 に 別 た る 。 本 岩 に 件 ふ UR ELC 


hornblende-gabbro- pegmatite, anorthos= 
ite, hornblendite Jie 53, 更に この 
等 が 分 
布 し , 酸性 岩石 に は spessartite, plagio- 
aplite 等 の 脈 岩 伴 な へ り , ウラ ル 地方 の 
gabbro, peridotite 448 (4 — fe 1c PAS ICH 
HSE AAS VU EMICILS tL VM Ae 
る 岩石 , WMHs ZEX S HY Ave 
Wis & ET HL, 本 地方 に Hc a Yalp- 
ing-Ner njsihic LocHLHBo*WNA 
REM ODBMiLi, 下部 の RPE A it 
wx CRB ENCHATSHS~L 
(Travaux de lInst. Petro. de 1’Acad. de 
VURSS, 11, 17~69, 1937) CA ARMS 
5717, BH RRUARRWsBhoms 
配列 方 位 KRM2D, KEARSE 

iH BY SS FA DER AR GHAG ER A yh Ly FP BEL 
fis 'P DBE ih D7 il & PAGE & LOC WE 
SSA, PEAVINIC ~~ の 方 位 性 ある 
事 を 知り , 之 を 地質 賠 上 に 流 線 を UCR 
は せ ば , % OMY I HEEL EU SD tia IE 
(cH Uc, H. Cloos » p24 “SERA ag BE 
AN” 開 係 に あり , APES OS WERIRGS ICSE 
せる 後 , FHOREABTOLAIKIKRO 
て 押上 げ ら れ , 従 つ て 周 園 の 岩層 と は 科 
BOER LAL CHS LMR SO Zz 
1 JR LM ae ao tC ET Lc (tae FEA 
示 し , AAAI kU HE be L& Bite 
KOOL MMe SS, (Bull. Earthg. 
Resarch, Inst. 16, 757~762, 1938; 地質 
45. 808~811, 1938) CAAKED 
5718) 石 菜 安山岩 中 に 於 ける 初生 Cum- 
mingtonitic Hornblende © =H 
REF 2. 


他 に peridotite, diorite, granite 


抄 22C44) 
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GEAR 火 成 源 の 初生 cummingtonitic 
hornblende 2H) (ItFRIIC HSC EB 
知ら れ ざ り し が , 最近 著者 は 伊豆 地方 二 
三 の 火 山 岩 GRR, tem Rv 小山 町 の 
角 際 石英 安山岩 ) 中 に 
初生 太 物 と し て 存在 する を 知れ り 。 本 忠 
物 は 大 き 0.5~2.0 mm に し て , 多く OY 
合 結 品 方 位 の 同一 な る 線 色 普 通 角 阿 石 の 
BEAT > CORK BPE IL 

X = Rt Y > PREAH 

Z : Rik ts X<CY=Z 

2V : 85°~89° —- 8B: 1.648 ~ 1.649 
に し て , TORE RMAAA (FeSiO3)jo・ 
(MgSiO3)6o と 推定 さき さる 。 時 に (I SRK 灯 石 
が が cummingtonite の 恨 像 を な す 事 あれ ど , 
そ OY Fr SACRE AL BS Fss 拉 nes と な り て 路 
ぼ cummingtonite と 同 成 分 な る 宮 は 注目 
すべ き 事 な る べし 。 こ と の cummingtonite 
を 750°C icf BCL AS ik, HEA 
“ basaltic hornblende ” |c#&#{k-+ 3 & Fl 
So Lil BRE 0, ROMA MRR 
に た 導 レン か る 。 WS 

(1) cummingtonite (+238 k 0 AAW 
Kit LESS OHV, OQ) AMMDILE 
FEED JL MEIS Ye VS AA 1 HI BE 
する が 如 し 。 BD 多く の 人 山岸 中 に 見 らち 
る DC Uk 
cummingtonite より 生 じ た も の も ある で 
LEM S_ (Proc, Imp. Acad. Tokyo, 
14, 221~224, 19380 A ARMED 
5719. Waldviertel #wAODiHEES 
ル ザ ント 岩 Margit, H; Kohler, A 

Waldviertel 地方 西北 部 に 最 % BRC 分 
ABS SHEA, 最も 新しき も ゃ の に 


cummingtonite が 


“ basaltic hornblende ” 


MII te SMIREAT > Ha diEke 
Ai, Fi, 斜 長石 (10~2022 An), 黒雲 坪 
自 圭 母 た し て , 副 成 分 と し て RET, 磁 
Shit, 火 灰 石 存在 す 。Grillen 産 の も の よ 

VAHBAD ArnKRUBL, MBO 
Howes Be Bic Hc Brey, AlLOgic 

Td SHEA A & O EPH PAIL SA b dv 
Fo 

TP Y bBILAI HOB A he OB 
基 性 の きき の に だ じ て で 分 析 た に より て 知ら ち れ だ 
tho 2oowwiwe# kV & Hire SiO2 に 
Zlo ERA EM (30~502% An), 
MBL Vt VU, TA. 9 7 Ate 
23H, BHAA, fier kU ete 
し た る pilit RU 少量 OF, 正 長 石 存 
HES 9 LIED 2 5OBAOLBDMOG 
果 を 表示 し , BiH ML o BARS ie 
Y 4 (Verhand. Geol. Bundesanstalt, 7~8, 
162~166, 1938) CAFE 
5720; Montana Ji] Crazy WAkOX 
成 岩 Wolff, J. E. 

本 地域 南部 に WS Cla TER, SRA, 
DOHA, BRA SE 2s ae, RS, PR 及 
URED BRE UCD 5 IEMBICET 
(LHR TL DY es PPAR, 岩 床 , AUR 及び 
Sl O-RM BADR AL LC EM 
す 。 本 地域 に は 噴出 岩 は 全く 産出 そ ず 。 
北方 地域 の 水 成 岩 は 南北 軸 に 洛 ひ 著しく 
AHR UG Pay bic Sc yt Fort Uuion 
Jit AS [i & BLA te S Th] Me ERT 5 PUK 
AMICK UE ae SUM IC HSC Itt 
曲り て 各 側 に 傾斜 す 。 ARB oO 20 AR 
YEAS ARH IC HSC PRT DME VS BE 
物 分 析 を 含む 多く OLEATE Awe S Bs 
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BAM (I OSH te SBN Ba 及 
U Sr の 多量 を 示 し, 共通 岩 IRM we Se 
MEV マグ マタ イト は 存在 せ ず , BR 
TER OR, BA Wai“ dry ” 
wUL&O SH, HPRABEAD LAS 
生 ぜ る も ゃ の な り 。 (Bull. Geol. Soc, Am., 
49, 1569~1626, 1938 う [河野 〕 
5721, 岩 造 太 物 の 加水 分 解 AHH 5708, 
BRR 6 
5722, カリ り リフ オ ルニア 中 Owens FO 
BAGH Sc 3 ERNE OER 
i Knopf, A. 

PEIKZE tA IL Owens 4m Bishop 
MY > PE FRR IC AY HEL, ORE 
造 は 90 ROE 3 OREKR A DBS 
Be aT, RIBS AIKHEME te 6 ICE 
S B AE fig Aik a UL EKER EL & BE 
を 示す 。 COKE Bz 4~7 m, FX 
TORIC L CRRA IA ( DER 
AFKRBIT LU ERS LK SM OGRE 
UC FE RMIARRA IC ER 77% % ARE UG 
RiSBeENT COFEMANRA So eR 
WIQRER IC CHB S i, ダグラス は Wie 
本 岩 の 石 英 粒 の 周り に 集中 し , 叉 は TEE 
Ai & DEAR CYS. CECE DLE BMS 
Midna, 77 z2OR WM ari BS 4 
BOS EC RRs SEBEL, 石英 は 正 
PUE ha AA t Rie V, 叉 掴 色 の グラ 
AMBIT 1.495 ic UCHR RTF A 
DVERBM eV, CORPTRAAROIE 
り リ の グラ ス の 明か な る 集中 な る 事 及 び グ 
ラス は 右 英 及び 長石 の 間 の 相互 の 反 應 に 
LU CHSNRKESHBEMT, その 際 Kit 
BV = MB OR ETE Y, 之 は 黒雲 母 


の 或 や の が 炊け た る 如く BBS, co 
FIER ET DO BALAN A OE 1.495 の 
MBSA 3 MME o> ze EY 
REG LY TIRE BEA SIMA BT 
HC DRE ER Fp lLiv te Y , CAmer, J. 
Sci. 36, 373~376, 1938) C95 J 
5723, フイ リツ ピン の Tektite 
denis 

FIFRA LVABMEAIKCLT, RHE 
1.5118, Jee 2.440 UC, PTA e bee 
と の 開 係 は Australite の 平均 億 に 一 致す 
る る , Billitonite の 値 と は 一 致 そ ず 。 DHT 
結果 は SiOg =71.45, TiO。 =1,02. Al203 
=12.54, Feg203 =0.51, FeO=4.61, MnO 
=0.10, MgO=2.72, CaO =2.82, NagO= 
1.44, Kg0=2.41, PoO; =0.38, H2O+ 
= 0,24, H2O— =0.04, total = 100.28 に し 
て え ペ クト み ル 分 析 結 果 に ょ る Ni 及 Cr 
の 量 た に ょ り 二 辞 に 分 た る , その 他 Sr, Ba, 
Zr, V, Ga, BO の 微量 を 含む 。 本 地域 の 
テク タイ ト に は 北 印 度 支 那 及 注 洲 産 の も の 
(CFE, (Zentralbl, Abt. A, 289~298, 
1938) CHRD 
5724, 火成岩 の 風化 分 解 に 因 る ラテ ライ 
ト 和 性 土壌 生成 の 一 例 Me, AVE 


Hei- 


次 , PRBELES 
BEG SEL EW AR IS WP FE IC TA FS 


方 沸 石 GRA OFF FA » PEASE IK 
就き て , GABA, BRE, Hb WY に 
研究 し , ROM, HMMs VQ 即ち ラテ ラ 
イト 性 土司 を 生成 する 方 沸 石 玄武 岩 は 風 
AE DIRIK B FeV WHE U EIB % HEMEL 
SHICHI L, その 一 部 は 全く WEL, 他 
の 部 分 は 分 離せ る 球 酸 と 再び 結合 し て 二 
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次 的 に 宏 定 な る 化合 物 を 形成 し , 叉 置換 
性 協 基 と LC FERRE A IC AA 6S 
L&IDLRH5S, LRTOTMORKE 
に 於 て 大 部 分 水 酸 化 物 と し て RAL, 著 
Li AMS Litt 2 HIE Lito MAA 
LIF 74 b MEE ROR t UCU 


JERSE ( OMT ew VICHY | 


以 て ラテ ライ ト 化 作用 を 営む に 好都合 の 
WEES ASS % OL RSX te) OCS 
th Shehae 8, 1~7, 1937 う 「 待 場 〕 


@ i ii k & 


5725, 7 FIVIBO FO A oR 
Vakhromeey, S. A., Zimin, I, A 

YF HOTZ 3 2 SMe x PES ESE 
性 深成岩 に 限ら れ , RIC dunite, perido- 
tite, serpentine 等 に 多く 見 られ , Deysis 
nest, schlieren 及び vein “Eo JIC CT 現 
Woo CD78 ABR HE © WIC BAL 
て は 3 つの type RH¥~LS, WS CG) 
AIROKIC EV CRE SR0O, (<2) A 
WISE UCHRIKC LAAMLEZLO 
(3) gh 220 type の も の の 中 間 に B 
束 さ べき や の 筆 と な ZECMET 
せ VY。 (Trans, All-Union Sci. Reserch 
Inst, Econ, Min., 85, 240, 1936) Crp ¥F) 
5796, Hangary Hi, Gant の ボー キサ 
4 bE Singewald, Q. D. 

AUR I(t 1915 BORBILIC Fre, 
最近 に 於 て 始め て 大 規模 に 稼 行 すら れ し 
も の に し て , 15m~30m O/B = OFERB|E 
り 成 り , 下部 A SEA 時 代 の も ゃ の に LT, 
XO Le SOBs CCHS, そ 
A”— RS eALFK erosion |C k YV CH IC WEY 


Eeu 


堆積 せら れ た る も の の 如 し .。CEcon. Geol., 
33, 730~736, 1938)〔 中 野 〕 
5727, 北部 ウラ ル 産 ボー キサ イト の 題 微 
SSHoHisz Nemova, Z. N. 

北部 ウラ テラル Bogoslovsky 産 の ボー キザ 
4b OS, MAB Re Xray 的 研究 
の 結果 boehmitic と diasporic と の 二 っ つ 
の type ある と と が 知ら れ , ボー キサ イィ 
ト 中 に colloidal titanium oxide の 存在 
する こと が microchemical reaction に よ 
り て 決定 せら る 。o (Trans. Inst. Petrogr. " 
Acad. Sci. URSS, 6, 485~489, 1934) 
Crp BP) 

5728, Pisolitic 
ore ORMRICHMT SRRAWA Rozhk- 
ova, E. A,, Soloviev, N. V. 

WARE Y 7 2 OPRMEAC Jet IC AA — 
O44 b ORPRIBMG L, 12 EL ERE Lic 3 
JR Ried % OLAS pocket ARC fF 
在 す る も ゃ の 等 あり , RA & を 件 ふ こ と 
あり 。 と の ボー キサ イト を 分 析 し た る 凌 
果 , その pisolite の 部 分 は groundmass 
の 部 分 より ゃ 一般 に 鐵 を 多量 に 含み , そ 
4 AB & LCit gibbsite が 見 ら 
れ , “plc kaolinite, diaspore, sphene, 
rutile 等 あり 。 この ボー キサ イト HRI 
YE Fe IC GS PIC PARK EY OUWBIC k VC 
生じ た る も の の 如く , Ha RiP PE 
JRO kV colloidal iron と 水 酸 化 テ 
ルミ = ウム の 洗 淫 を 生 ぜ し め た る に , も 
し 小 量 の アム モニ = ニヤ 又は アル カリ を 加 ふ 


iron-aluminium 


の 


れ ば gelatinons の pisolitic concretion 


を 生じ た り リ 。 この pisolite は pH2.5~3 
に て 形成 を られ , pH が 7 以上 の 時 は gel 
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RO % OI BEF Bo LHS BS, (Tr 
ans. All-Union Sci. Reserch Inst, Econ. 
Min, 111, 205~216, 1936)¢ 1B) 
5729, PRAT SRE ESE 
TEES 

RRM Ob Ais HHL AZ Sv. 
inh a ICS BS eee, TAA 
malik ABHARAN SSK UT, 
BRS FS © Je IK BR & te LC RI 
Fo TRAM GARIAM fr し て 硬度 
ゎぁ へ ~6 LCM EDR te Vo 

AGORA DN BAB IC BF ~& % Oo 
な る る , TORABIRL LC 存在 せ し ゃ の 
か , 或 は 叉 HP te S a 和弥 明 を ざれ どる も , 
FLA OBL V Bltir 0 LADS, 即ち 
tea tea & ABET IC HOMERIC £ OO CP 
WL, 含 滴 俺 理 酸 FE LLSKReEY, 
LEK HSPN BAC LIC, HL 
C SEPR Ing He EY, LAS LIC BRT ETE IC 
BUELESLONSXL, (Aes, BBR 
地質 調査 報告 , 3, 1~9, HALO HEF) 
A ii talk B 

5730, BABAR SMO wis 
— FB 
愛 郎 油 徴 地 は 富 内 溢 の 東端 に 突出 する 
愛 郎 叶 より 南方 豊 舞 山 以 南 に 路 る 愛 講 生 
島 全 部 を 含む も の な り 。 愛 郎 御 島 の 石 酒 
EM OBL ished C 近年 に た 属し, RRIF 
DALI MS SAA PIPES SK 
SpcAbS.soOn V0, Bibmowes 
(2 FER lt 層 と 謎 認 も られ た る る も , BS 
紀 の 吐 品 保 層 よ り 上 位 に ある も の と 推定 
2bS HERERO)? RP ick Aaea 


7) RE 


を 介在 する も ゃ も の な り 。 地域 の 馬島 部 の 中 
RBVER—BCRU— ERE Bw Bb 
TUPI EL © (BSA ( 80° 内 外 な り 。 ACH 
WITH IRS S WG OMA, FAO HE 
SEMIS AERO FEAR K UABEL, He 
AAI E LC WBS HC , A OR 
SDEBDLEXT SS, CA, 6 449~ 
451, 1938 う C 入 木 〕 
5731, ガス 称 肖 化 水素 より 液 貞 燃料 の 合 
成 ( 第 一 報 ) HARRCKROBAD 
雨宮 登 三 。 

高周波 高 電 大 火 花 放電 に ょ り メ タン , 
こつ 本 I) 1 OTA eras Pin ma GEIL os 
He VY, プチ レン 等 を 分 解せ し め た 
りり 。 そ の 結果 に ょ れ ば て 1) 試 待 訪 其 の 分 
(AL eo 増大 と 共に 増加 し , BE 
SOT eH HB hn & SEIS 減少 す , (2) 主要 生 
成 物 た る アセ チレ ン owe BARD 
だ る = チチ ウン 5 =2YEO WMRLECR 
EAU SHO Kir SIO Bin, 分 
PPAR DEK ICES THRE © [Ai] BAF o 
C3) OP BUT & KS RMIL CO 2 UC HE 
SSRMCLVTeF vy WREBKEL 
BEY. (4) メス タン その 他 の Wp pett 
水素 の 分 解 た に より アセ チレ ン が 主要 生成 
WLS HES BEAM IC, 叉 遊離 
BED BUHETS 3 MEIC KD CVS OU OCR 
BRA, 38, 1~55, 1938)0 AAD 
5732, Carterville-Sarepta, 
galoo fijHH Thomas, G. D. 

Carterville-Sarepta 及び Shongaloo 油田 


Shon- 


は Louisiana の Bossier 及び Webster の 
北部 に 位 し, 後者 は 1921 年 に 前 者 は 19 
22 eC BEL Bh, 前 者 の Sarepta 7h 
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は 1924 年 , Carterville 油田 は 1929 年 
迄 は 出 油 そ ざ り しゃ の な り 。 Shongaloo 油 
田 は 東西 に 長き ドー ム 村 造 を な し Carter- 
ville-Sarepta 音 斜 は 前 者 の 西方 に 位 iss 
つの 小 ド ー ム を 有する も の な リ り 。 Carter- 
ville に 於 て は Buckrange 砂岩 及び その 
EJ © = J & hth & + SB Shongaloo に 
於 て は Buckrange 一 層 の みな り 。 常 油田 
CPST BUR OF yh DF © Wea as Dd & J 
(ZHEED AD SAIC, RAO BERLE D 
な き 事 及び 厚 の 小 な る 事 に 基 因 する も の 
TV, ZEON PRK SS Coman- 
che 層 中 の 岩 協 層 の 移動 に よる も ゃ の と 推 
定 せ ら る 。o CB. Am, A. Petrl. Geol., 11, 
1473~1503,1938 う C 和 信 木 〕 
5233, Sugar Creek 油田 Clark,C. C. 
Sugar Creek 油田 は 1930 4B 1c BEL GB 
WEA KEK HST x 4,000 acres の 産油 を 見 
る る も る ゃ の な り 。 HRA Swe, x SMB KK 
SES SARC UC, HH, 南東 は aKa 
を な し , 北東 方 が 下 な る も の な り 。 RU 
は Kilpatrick 及 Darret の 二 層 より 産出 
し, 石油 は Darret 層 の みな り 。 Kilpat- 
tick 層 は Glen Rose Grouptr 3M AiO 
下部 に あり , Darret 層 は Glen Rosé fw 
と Travis Peak 層 と の 中 間 潤 に ある も の 
な り 。 1938 年 1 HORA A Kya 33 
billion cub. ft, 石油 は 86,000 barrels な 
Yo (B. Am. A. Petrl. Geol., 22, 1504~ 
1518. 19388)¢ A 7x) 


FR aT BD 


5734, PARYPMAMOMHERCAT 
(第 10 報 う she, Hee, 


AK VY FICHS 3 tt t those 
的 性 質 及 機械 的 強度 より 覚 出す る 方 法 に 
は 詩 差 が 大 きく CHEREPEICZE Lo MIC IE 
接 に 試験 する こと 必要 な り 。 著者 等 は 新 
L& MEQIELHEAL, 之 を 市 販 マ グ ネ シ 
T PRR MB ih CHE L, その HERE 
告 そ り 。 CL) AER, De AaRH et 約 
1000°C 12k Lok ay 2 pene & AE L 
Fe EAS LIC CHES Ey を 測定 す 。 炊 に 
ZEKIC 900°C OEIC At 10 分 間 の 後 
扇風機 上 に て 6 分 間 空 象 冷却 を 行 ひ , 15 
分 間 室 内 に 放置 し て 後 吉 燥 す 。 此 の 操作 
を 5 回 反復 し た 後 常 温度 の 弾 性 牽 Ez を 
WS. MA wimps 100 (CE,-E,)/Ey に 
て 示す 。 (2) GRREARBRKLTC, 凸 
SA —RUB rc CMS KORE ICS 
aeze HE Lo (8) 市 販 品 中 に て は Radex が 
特に 優良 な り 。 (4) 微粉 の 量 を 一 定 し た 
GG ENS (LALA © FA D> X 2s FA 1 RET 
SERS LEM TeV, (窯業 , 46, 640~642, 
WA 13 う C 待 場 〕 

5735. PART PP MAWMOBES HET 
< 第 11 報 ) ARREARS SH 
MICRET BS HG, HH 

一 種 の マゲ ネシア ・ ク リン カー を AU 
て え 種 の 粒度 の 試験 片 を 作り , Ze SK 
12~28 に 焼成 し 焼成 収縮 , SATLAS, SLES 
比重 湯 比 重 等 の 物理 性 を 測定 し た 後 , 第 
10 報 記載 の 直接 法 で 人称 裂 傾向 を 測定 LL 
に M/E の 値 を 比較 を りり eo C1) 直接 法 で 
WE Lie MAL ee WGA SK14~16 
を 最低 と LARRY LOWE CIE HOR 
ARE Vo (2) RIC FE SE I 
増加 は 粗 粒 の 多き も の は PBI し て , HM 
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PIO & AGH (debt VY (3B) マグ ネ 
シア iit Ae Pa vd TRS IC BERS Tee w OIC T 
$, API BERL 作用 に て 燈 固 し 
WAH & nF Sw ys F, (4) 間 
Bak IC CASE Ur mA (2 2 RARE _L 
FEL SECIS 9 (EH, 46, 642~643, 
WB 13 う C 待 場 〕 
5736. 滑石 嘱 器 の 研究 (KV) WK 
RAE —o 

eae SIs — pt) y RVI 
DAV Y—-EA (10%) 系 の 軟化 性 駄 を 
研究 し, PEARSE RI 高 滑 石 型 素地 
の 焼成 閉園 が 狭小 な る 理由 は MgO-Alg 
Os-Si0g 三成 分 系 に PUGS BME OR: 
Beate SH RUS ERMA Ate 3 HE 
に 依る る の な る を 明か に せり 。 Hewes 
化 温度 と 耐火 度 と の 差 は , BA-w sd 
ン 系 に て は 滑 右 含有 量 の 大 な る に 伴 ひ て 
小 な り 。 例 へ ば 滑石 90%, カオ リン 10 
の 素地 に て は 18°C 7 So, PALO, 
カオ リン 90% の 素地 に て は 170°C な 
Yo eh a> FI Y RCH 6BAL0% 
WIMOBBLR SC, BAW HW 
し て は 効果 少く , SERBS HL BIC RA 
性 を 増加 すれ どる ゃ , 低 滑 石 型 素地 に WC 
は 多少 の 効果 を 示せ り 。 MEBARIED 
ASHE IS MgO-Al2Os-SiO。 5 IERIE WR 
BPLUVA RYT HRM MK AAT 
る 時 最悪 に し て , アル ミナ が 過剰 と な る 
に 従 て 減じ , HRAOM 果 は 著 し か ら ちず 
Cate 41, 810~813, AB AISA CK AD 
5/37) RIE SYEUSY bom 
に 開 す る 研究 CIV) MR MRA 
ik, 須藤 敏男 。 


RELIC KA hI Y Pe AY bp 
DP] > ERE HI 3CaOSIOg, B-2Ca0. 
Si0%, 4Ca0.AlgO3.Fe,03 及び 3Ca0. 


Al,Og の 工業 的 に 作成 きれ た る セ メ ン 


b BEDRMS TEHED S SE EWE Vo 

本 報 に 於 て は セメント 中 の 副 成 分 た る 苦 
chase Ay bUVIC RAR te SAKGBIC CEE 
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